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（開会宣言  午前  ９：５５）  

 

委  員  長   おはようございます。 少し早いんですが、全員おそろいでござい

ますので、ただいまより予算決算常任委員会を開会いたします。  

最初に、私のほうから一言御挨拶を申し上げます。  

(挨拶 ) 

本日の当委員会への付託議案は７件でございます。慎重審議のほ

どをよろしくお願いいたします。  

では、議長、御挨拶をお願いします。  

議   長   （挨拶）  

委  員  長   それでは、町長、御挨拶をお願いします。  

町   長   （挨拶）  

委  員  長   本日は委員全員が出席されております。また、議長にも御同席い

た だ い て お り ま す し 、 説 明 の た め 、 町 長 、 副 町 長 、 教 育 長 、 各 課

長、局長、所長及び会計管理者の出席を求め ました。  

なお、職務執行のため、議会事務局長を出席させております。  

それでは、早速協議に入り たいと思います。  

去る５月３１日、本委員会に付託されました議案７件の審査及び

協議に入ります。  

会議次第に記載されている順序に従って、議案ごとに詳細説明を

受けた後、質疑に入りたいと思います。  

質疑においては一問一答式で行いますので、 御協力をお願いいた

します。  

それでは始めに、議案第３９号  専決処分の承認を求めることに

ついて、令和４年度美浜町一般会計補正予算 （第１号）を議題とい

たします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

総務課長。  

総務課長   （詳細説明）  

委  員  長   議案第３９号の説明が終わりました。  

ただいまの説明に関し、質疑はございませんか。  

河本委員。  
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 河本委員   がんばる美浜人の応援商品券の発行事業は実績もあるので、スム

ーズにできるのかなというふうに思うんですけど、農業支援と漁業

支援のほうは、これはこういったことをやっている自治体もまだ少

ないですし、美浜町はよくこういうところまで支援の幅を広げてく

れたなというふうに感謝しておるんですけど、対象者とか、支援者

とかというふうな見積り をしていますけど、支援を受ける側として

はこれはやっぱりしっかりとこれを活用してもらいたいという思い

があるんですが、これをやっぱり細部にまで浸透させるためのやり

方というか、そういう利用者に対して 広報のやり方とか、そういっ

た部分ではどう考えておられるのか、ちょっとお伺いします。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  実施に当たっては町が行うというところでございまして、特に農

業関係については耕作者、それぞれ出てまいりますので、実際にそ

の班別に分けたところで金額をはじいて、申請をスムーズにしてい

ただくような流れをとっていきたいなというふうに考えております。  

また、漁業者に関しましては、これは組合のほうで購入されてい

る と こ ろ を 対 象 に し て 現 在 進 め て お り ま す の で 、 そ ち ら の ほ う へ

明 細 と と も に お 金 を 入 れ さ せ て い た だ い て 、 そ れ で 漁 業 者 に 個 別

に そ の 部 分 を 割 り 引 く 等 の 流 れ を つ く り た い な と い う ふ う に 考 え

ております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   行政って申請を待つ側なので、待っていても来なかったなといっ

てこういう予算が余ってしまうようだったら広報的に問 題があると

思うので、そこのところは利用者さんが積極 的に使いやすいように

行政側もちょっと努力をしていただきたいと思います。  

あと住民の非課税世帯等に対する臨時特別給付金、給付事業です

け ど も 、 こ れ も 議 会 運 営 委 員 会 か な 、 で ち ょ っ と 意 見 が 出 て い た

ん で す が 、 対 象 世 帯 が ２ １ ５ 世 帯 と い う ふ う に 見 込 ま れ て お る ん

で す け ど も 、 大 体 平 均 的 に 見 込 み だ か ら 平 均 よ り も ち ょ っ と 上 乗

せ し て 見 込 ん で お る ん だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 大 体 年 間 こ れ ぐ

ら い ず つ 非 課 税 世 帯 と い う の は 増 え て い く ん で す か 、 ど う な ん で

すか、傾向として。  

委  員  長   健康福祉課長。  
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 健康福祉課長  今回、対象者を抽出するに当たりましては、今の現税務課のほう

の現システムのほうで非課税世帯の数を抽 出をしようと思ったとこ

ろなんですが、世帯に関しましてなかなか今の現システムは対応し

ていないということで、令和３年度と、それから令和４年度 、個人

で比較した場合に新たに非課税になった方の数というのが約１３０

名ほどおられました。それプラス、新たに転入された方も７０名ほ

どおられますので、対象者を約２００人というふうにさせていただ

きました。  

それとあと、家計急変につきましては、介護保険料のコロナ減免

が 令 和 ２ 年 度 が １ ５ 人 、 令 和 ３ 年 度 が ９ 人 あ り ま し た の で 、 そ れ

と 関 係 し て と い う こ と で １ ５ 名 ほ ど お る だ ろ う と い う こ と で 、 合

計 ２ １ ５ 名 の ほ う の 予 算 の ほ う を 計 上 さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

ただ、実際この１０万円というのは非課税者個人に当たるもので

は あ り ま せ ん で 、 世 帯 に 支 給 さ れ る も の で は ご ざ い ま す の で 、 人

数のほうはこれよりは減るのかなというふうには思っています。  

ただ、現時点では該当者であるとか、非課税世帯の抽出ができな

い と い う と こ ろ と 、 あ と 国 の ほ う は 速 や か に 支 給 す る よ う に と い

う こ と を 踏 ま え ま す と 、 予 算 上 足 ら な い わ け に は い か な い の で 、

少 し ち ょ っ と 多 め に と い い ま す か 、 マ ッ ク ス の ほ う で 数 字 の ほ う

を出させていただいているところでございます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   こういった事業が行われるということで、令和３年度にもらった

人がまた令和４年度にもう一回もらえるのかと勘違いする人も出て

くるんじゃないかなというような気もするんですが、この対象世帯

については役場のほうから何か通知とかを送るんですか。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  該当すると思われる方には申請書のほうをしていただいて、本人

さんがもらえる方に間違いないということで署名をしていただいて、

確認ができた時点で振込をさせていただくというやり方でございま

す。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

﨑元委員。  

﨑元委員   これはがんばる美浜人応援商品ということで、美浜町だけの独自
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 の政策だと思うんですけど、ほかの近隣地域と比べるとどうですか、

ほかの近隣の地域、自治体は同じことをやっているんですか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  若狭町さんは今回されないというには聞いておりましたし、今、

敦賀市さんなんかも聞いておりませんので、特には 美浜独自という

ことになるのかなというふうに思います。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

竹仲委員。  

竹仲委員   ６ページなんですけども、こういう事業をやるたびに、システム

構築業務委託が入るんですけど、これってどんな委託をするんです

か、今、世帯数も分かっている感じですよね。どんなシステムを構

築しないと支給できないんですか、教えてください。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  今回はシステムの改修というところで、例えば対象者の抽出であ

ったりとか、あと確認した申請書等を 修正をしたりとか、あと資格

変更になった方の抽出、それから、セット アップ事業、それから、

マニュアル、操作説明等々、ベンダー のほうに委託する事業内容と

なっております。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   そういうのはシステム構築じゃなくて データ整理のほうじゃない

の。システムというのは、例えばいろんな 、例えばエクセルなんか、

そういうシステムがあって、こういうのでは使えないので新しいシ

ステムを使って、それを全部違うデータに取り込もうとかするのか、

今のきっと二百何組の世帯に１５０万円もかけてシステムを変えな

あかんて、そんなかかるものなんですか。かかるのであれば、こう

いったものをトータルすると、何百万円、何千万円と毎年使ってい

るよね、これをやるたびにシステム構築して。それであればもう 役

場の業務の中に今ＤＸ推進室とかできたんだから、そういったとこ

ろのシステムをしっかり誰かが、職員ができるようなことをこれか

らしていかないと、こんなたびにこんな何百万円も捻出するなんて、

僕は無駄やと思うんやけど、考える余地はありませんか。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   おっしゃるとおり、今回システム改修費で、住民税ですと１５０
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 万円ですし、子供のほうでも１４０万円ほどかかってございます。

この辺の積算につきましては、美浜町だけがこういったシステムの

委託をしているわけではなくて、ほかの市町の状況とかも鑑みてち

ょっと査定をさせていただいておりますけども、今、竹仲委員がお

っしゃる、役場の職員でという御意見を頂きまして、非常に高度な

技術というか、そういったものが要るのかなという気もしますので、

要りませんかね。特にそういった手当関係につきましては間違って

はあきませんので、そういったしっかりした技術者ですか、そうい

った方に委託するというのが適切かなというふうに思います。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   システムの構築って、ある意味どんなソフトを使ってやるかによ

って変わってくると思うんやけど、例えばデータを構築するのにア

クセス使うのか、エクセル使って単純に積算していくのか、いろん

な方法があると思うんやけど、ベースとしてはそういうパソコンと

いうか、そういった業界は一緒やと思うんやけど、これをやるたび

にこんなふうにシステム、システムって、そんな新たなシステムじ

ゃないでしょう、こんなもの、見るけど、その世帯の数を調べるだ

けの話だったらこんなにかかるのかなというのが非常にいつも疑問

に思っているんです。そう言いながらいつも認めているんですけど、

これはやっぱり根本的にこういうお金 を考えないと、余りにも業者

任せにしているからこんな高額になってくると思うので、また自分

らの民間の会社を言うと失礼なんですけど、２人か３人おればこう

いうのは全部できますよ。２人あったって、３００万円で６００万

円、もしくは高くても８００万円出せば、もう全部やってくれるの

であれば、こんなもの必要ないと思うんやけど、また考えていただ

きたいなと思います。それ以上よう言わんので、だから、もしこれ、

高度なシステムであれば見せてください、どんなのが高度というの

か。我々もそんなプロじゃないんですけど、そんなに難しいもので

はないと思いますよ。こんな今聞いた、二百何組のシステムを構築

するなんて、こんなと思いました。  

委  員  長   町長。  

町   長   国の制度が変わるたびにこういった経費が 常々かかってきます。

これは我々も問題視をしておりまして、これはまずはシステムの 統
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 一化というのがまずは大事だと思います。今非常に１５０万円とか

２００万円、本当に要るのかなという疑問を我々もそこで持ってい

るわけですけども、これは専門的な分野があるので、それはそれと

して議論は進めていきますけど、まずはこのシステムの統一化とい

うことをしっかりと議論を深めていきたいなというふうに思ってい

ます。  

そういった中で国も統一化を図るための取組、県もそれは進めて

いるというところでございますので、この底 を図っていくというの

が非常に重要かなと思っています。本当に今もう 出るたび、出るた

びに１５０万円、２００万円のこの改修経費というのが負担になっ

てきているので、思いは一緒でございますので、しっかり統一化が

図れるように、これはいろんな団体、県、国とも 協議をしていきた

いなというふうに思っています。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   町長の今あったように、もう少し広域化をやって、その広域化の

中の一つの組織がシステム変更を受けて、リモートで変更してとい

うシステムが要ると思います。僕も会社にいたときは大きなシステ

ムの枠があって、開設するときには、名古屋からの回線を通して、

真夜中に出ていって修正をするということをやってきたことがあり

ます。だから、この議案書のいろんな枠がありますが、条件が変わ

るとその枠を増やしたり減らしたりしますので、そのコンピュータ

ーの枠を広げるような作業をやったりとか、そういうのを皆やって

くるので、美浜が独自でそれをやるというのはなかなか難しいと思

うんですね。広域化をやって、そのネットワークで修正するという

のは可能だと思うので、そういうのをぜひ 狙ってもらいたいと思い

ます。  

以上です。  

委  員  長   藤本委員。  

藤本委員   すみません、７ページのがんばる農業者応援事業なんですけど、

これは細目書が中心になってくるんじゃないかなと思うんですけど、

今国の方針で水田池とか全ての面で水稲だけでなしに、ほかも合わ

せた全ての面積での支払いになるんですか。  

委  員  長   産業振興課長。  
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 産業振興課長  前回対象は水稲だけでなくて、耕作されているところを対象にと

いうことで面積を出させていただいております。  

委  員  長   藤本委員。  

藤本委員   水稲ということでそれは分かりますけど、昔 、減反政策のときは、

水田平米で品種を変えて畑地にしている部分もあるでしょう、そう

いうところはどういうふうになる。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  当然そこも対象にさせていただいております。  

委  員  長   藤本委員。  

藤本委員   それと、今後、私農業のほうしか分かりませんけども、今月から

１０月までですか、肥料代が７割から９割 値上げということになり

ますと、これまた大変なことになってきます ので、秋の米価にもこ

れが下がってくるようであれば、その辺の先の読みはどう考えてお

られるのか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  そういったこともいろいろ報じられておりますし、肥料、飼料と

もに高止まりの状況が続くのかなというふうに思っています。今回、

こういう形の支援というのを考えておりますが、今後それに 合わせ

てずっと支援できるかというところは非常に難しいなというふうに

考えておりますし、そこもしっかり対策ができんかということは検

討していく必要があると思います。  

委  員  長   町長。  

町   長   今の件に関してでございます。  

国のほうでもこの肥料代の急騰に対するいろんな議論が出てきて

おります。我々としては今回は肥料の急騰分を織り込んで支援の中

に算定はさせていただいておりますけども、これから そういった国

の抜本的な対応というのも、これを視野に入れながら、状況を見て、

また、こういう必要性について皆さんとともに議論をさせていただ

きたいなというふうに思います。御理解いただきたい。  

委  員  長   藤本委員。  

藤本委員   今、現状では分かりました。  

それと、今後、こういうことがいろんな面で高騰してきますと、

最後のほうにありますけど、 財調の取崩しがどんどん進んでいくよ
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 うな形になれば、基金のまた目的もちょっと変わってくるような気

もしているんですけども、今後そういうことを対応するために、 別

の財源をしっかり確保していただけるように努力していただくのも

必要かなと思うんですけど、その辺はどうですか。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   今回、対策につきましては、先ほども おっしゃいましたとおり 、

財調を取崩しをさせていただきました。また、今後そういった対策

等で必要であれば、それに応じて財調であったりとか、まちづくり

基金もございますので、それを有効に活用させて いただきたいと思

います。  

委  員  長   藤本委員。  

藤本委員   よろしくお願いしたいと思います。財調、まちづくり基金ともど

もここ４５年間で風水害が２倍に増えたということもありますので、

何が起こるやに分かりません。その辺ちょっと慎重に取り組んでい

ただきたいなと思っております。  

以上です。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

町長。  

町   長   先ほど﨑元委員から、こういった応援商品券に当たるような 近傍

地の町での御質問があったかと思います。御承知のとおり、若狭割

とか、敦賀割とか、出ています。これも同様の類いのものでござい

まして、そうしたことを各市町やっておるわけですけど、我々の視

点は、あの割というのはしっかりスマホをもって、それがちゃんと

とりにいける、そんなような条件が整わないとできませんし、美浜

のお金を、これは敦賀の人、それから、小浜の人が手を挙げたりと

いうことにも、今あの制度ではなっているわけなんですが、我々と

し ては 、 こ れま で 勝 山市 も ガ ソリ ン が 上が っ た とき に ５ ,０ ００ 円

の割引券を配りました。ああいったことを 全部織り込みをしながら、

一個一個のこれまで原油もそうですし、コロナで困っている部分を 、

みんな美浜にしっかり行き渡るようにというのが我々のこの商品券

の趣旨でございます。ほかにも今回はどこどこ割のほかに、勝山市

もそういった類いのやつをもう 一弾するというように聞いています

けど、ほかの市町でももう一件、ちょっとどこやったか 忘れました
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 けど、そういう取組もやっておりますので、それは美浜だけじゃな

くて、形を変えて、いろんな町がいろいろ展開をしているというふ

うに御理解をいただけるとありがたいなというふうに思います。  

委  員  長   私から一言だけなんですけど、先ほど竹仲委員からの質問で、シ

ステム改修にお金がかかると。それで、今デジタル人材が非 常に不

足していて、何百万人というふうな形で育成をしていかないと これ

からのデジタル化についていけないと、こういうふうに言われてい

ますよね。やっぱりこれからの地方の活性化のキーワードはデジタ

ルだと思うんです。今、システムを共通化をするように国なり、県

に言うんやというお話、町長から説明がありましたけど、やっぱり

それは結構遠い先の話になると思うんです。自前でシステムをつく

れる、自前でシステムを改修 できる、そういう人材を確保、養成を

絶対しないと負けますね。そういう人はデジタルの世界のセンスも

あるんです。こんなことはこうやってやったらでき るやんというよ

うな提案もできる。私の経験から言うと、そういう人が ２人ほどい

ると、ものすごく進みます。私はペーパーレスの世界でずっと育っ

てきました。それは全部システムは自前でやりました。だから、役

場でもそういう人を育てるんだと、自前でシステムをつくるんやと、

ホームページぐらいすぐつくれるわけですから、改修なんて簡単に

できるわけですから、そういう人を今から確保、養成するとい うこ

とは、これはもう絶対条件だと私は 思っていますので、検討のほど

をよろしくお願いいたします。  

じゃあ、ほかにないということですので、続きまして。  

梅津委員。  

梅津委員   ちょっと細かいことなんですが、がんばる漁業者 応援事業で、水

産振興の油補助ということであがっていますが、これは油はガソリ

ン、軽油、それから、オイ ルですね、これを全部含めているという

考えなのでしょうか。例えば船 であったら、軽油だけあっても、オ

イル交換もありますし、オイルを変えれば結構金がかかるので、そ

の辺はどういうふうに分類するのでしょうか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  今回は水産関係、特に軽油のみということで積算させていただい

ております。  
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 委  員  長   梅津委員。  

梅津委員   小漁師の人なんかは船外機を使って、磯見 とかいろんなことでう

ろうろして、海の中、海岸をしていますけども、そういう、そんな

らガソリン、要は混合油とか、そういうものは対象外ですか。それ

はちょっと不公平じゃないですか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  あくまでも大量に使われているというのはディーゼル関係、軽油

が多いということで、今回はそこを対象にというふうな形で考えて

おります。  

委  員  長   梅津委員。  

梅津委員   そんならもう分かりましたけども、じゃあ、ディーゼルエンジン

のオイル関係も全然もう該当ないという考えなんですね。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  今回はオイル等ではなくて、あくまでも軽油ということで積算を

させていただいております。  

梅津委員   分かりました。  

委  員  長   いいですか、次にいきますけど。  

じゃあ、続きまして、議案第４２号  令和４年度美浜町一般会計

補正予算（第２号）を議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

総務課長。  

総務課長   （詳細説明）  

委  員  長   議案第４２号の説明が終わりました。  

これより質疑に入りますが、いくつかの款で区切って行いたいと

思います。  

初めに、歳出の１０ページの議会費から１６ページの総務費まで

を一区切りとして質疑をお受けします。  

質疑はございませんか。 １０ページから１６ページでございます。  

河本委員。  

河本委員   １１ページのエネルギー環境教育体験館運営事業２９７万円の委

託料で、展示充実検討業務委託料になっているんですが、カーボン

ニュートラルの展示の検討をされるということなんですけども、こ

れにこれだけの委託料がかかる、検討するだけでこれだけかかると
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 いうのがちょっと疑問なんですけども、一体どういったことを検討、

どういう業者に検討を依頼するのでしょうか。  

委  員  長   エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  ただいまの御質問の件でございますけれども、きいぱすは 御存じ

のように、様々なエネルギーを体験するということで、学んでいた

だくという施設でございまして、学習プログラムとか、体験プログ

ラム等で学んでいただおります 。この数年ですけども、エネルギー

に関する様々な動きというのがございますし、２０５０年、カーボ

ンニュートラルということで、脱炭素化に係る取組というものも結

構進んでいるということもございまして、カーボンニュートラルに

ついては正しく理解していただこうということで今回両方あげさせ

ていただいております。  

その学んでいただく内容としましては、展示を通じて分かりやす

く理解していただくということを考えておりますので、そういう関

係の展示のコンセプトであっ たりとか、展示どういう形でしていく

か、そういうことを業務委託の中で検討していきたいということで

考えております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   まだ委託先というのは全然決まっていないんですか。  

委  員  長   エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  今回予算要求させていただいておりますので、こちらで承認いた

だきましてから検討していきたいと思っております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   新たにカーボンニュートラルとかの展示物が必要になってくると、

またそこで経費とかというのが必要になってくると思うんですが、

その辺はまた新しい展示物を購入したりとかされるんですか。  

委  員  長   エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  どういう形でちょっと今、カーボンニュートラルについて理解し

ていただくかというところにつきまして、今回検討チームの中でし

っかり考えさせていただきたいなということで考えておりますので、

御理解いただきたいと思います。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   私はきいぱすには職員もおって、ふだんどういったところにどう
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 いうものを配置したりとか、いろんなエネルギー環境をどうするん

や、課題とかにもふだんから向き合っていると思うんですけど、そ

ういった職員の発想でこういったものは簡単にできるんじゃないか

なと思うんですけど、わざわざ 業者に委託して、やる必要があるの

かなと感じるんですけど、これまた国の経費だけじゃなくて、一般

財源から出ているので、 職員で対応できるんじゃないですか。  

委  員  長   エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  このときに申し上げるのは、職員のほうでもしっかり考えてはお

るんですけれども、知識というか、ただ職員も限界がありますので、

そういうところにつきましては、今回 検討業務の中でしっかり考え

ていきたいということで考えております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   私にはちょっと理解できませんけど、また次にいきます。  

その下の応援人口創出事業というのは、これは地域おこし協力隊

と言っていたんですけど、パートタイム会計年度任用職員という 項

目があるんですが、全部その地域おこし協力隊で、応援人口創出、

どういったことをやられ るんですか。  

委  員  長   まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  今回この件で募集をかけたいのは、町内での情報発信業務という

のをまず担っていただきたいなと思っております。現在町の素材と

いうことで、食とか、人とか、あるいは行事、 風景、特産物等に関

する情報がございますが、そういったものを記事にして 作成して、

応援サイトということで、 Ｃｈｅｅｒｕｐ！Ｍｉｈａｍａとか、Ｓ

ＮＳ、インスタグラム等がございますが、今後整備を予定しており

ますアプリも含めて、そういったところに情報発信をしっかり と行

っていきたいということを目的として地域おこし協力隊を長期 に向

けて募集をしたいという経費でございます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   これ、予算的には１人ということですか、この 業務に対して。  

委  員  長   まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  １名を予定しております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委 員   次に 、１２ ペー ジの 美 浜暮ら し ト ライア ル事業 ７２ 万９ ,０ ００
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 円ですけども、これは今回の上程の中でも中心的な事業になる、新

しい新規事業になるんですけども、実施期間が通 年で募集枠が３０

名、参加費も無料ですけども、数年常に募集をかけていかれるんで

すか、時期的なものが曖昧で、一体どういった時期にこの事業をや

られるのかなと、ちょっと気になっているんですけれども、そこの

ところをちょっと。  

委  員  長   まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  通常、こういった空き家ツアーとか、そういったものについては

費用を決めて募集をするというようなやり方であるかなとは思って

おるんですけれども、今回のこのトライアル事業につきましては、

例えばお父さんが休みが 取れたとか、あるいは子供さんの夏休みを

使ってとか、いろんな御家 庭によって事情が違うかなと思いますの

で、そういったニーズに対して１家族だけであっても受け入れられ

るような形で通年型というような形で使用、対応していきたいとい

う形であげさせていただいております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   美浜町への移住を希望されている人がこれを活用すると思うんで

すけども、募集についてはどういった窓口から入ってこれるんです

か。  

委  員  長   まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  周知方法につきましては、町のホームページに掲載したり、ある

いは移住・定住サイトということで、 ＮＰＯのふるさと回帰支援セ

ンター、あるいはＳＭＯＵＴというサイト、移住交流推進機構など、

それぞれのサイトがございますので、そういったところ、また、福

井のＵターンセンターなど、そういったところを通じて募集を図っ

ていきたいというふうに考えております。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

竹仲委員。  

竹仲委 員   １２ ページ の移 住・定 住促進 事業 、 僅か に４０ 万３ ,００ ０ 円な

んですけども、印刷製本費というところなんですが、これと直接で

はなく、間接的にあるので質問させていただきます。  

こういった移住・定住であるとか、若者定住促進であるとか、結

婚することによる定住を促進するようないろんな事業がありますけ
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 ど、今手元にパンフレットを持っているんですけど、美浜町での新

婚生活を応援しますということで、最大４０万円の助成事業、これ

は以前は福祉課でやっていたと思うんですけども、これを見ると、

夫婦の前年の所得の合計額が４００万円未満であることで、こうい

う制限があるんですよ。こんな制限をしたら誰もこれを応募せんと

思うんやて。だから、夫婦で４００万円以下やったらかなり低い額

ですよね、もしくは奥さんが働かんで おけと、旦那さんの収入だけ

の結婚生活だけしか応援しませんよというふうに見えるんですよね。  

もう一つ、例えば若者夫婦世帯等定住促進家賃補助というのもあ

るんですけど、これも最大４８万円と補助があるんですけども、こ

れも前年の収入合計が９６０万円以下であることとか、こういう収

入制限を設けているんですね。この辺の人らは、こういう生活に苦

しいからどうのこうのじゃなくて、美浜に住んでほしいから という

ことで補助制度を出しているにもかかわらず、こういう所得制限を

するというのは、余りにも制度的におかしいような気がするので、

こういったいろんな移住・定住促進事業に対しても 、そういうメリ

ハリというんですか、例えばこれは家計が苦しかったら、子供を育

てるのに家計が苦しいからこれだけの低所得者を対象にするとか、

反対に子供に対しても所得制限をせずに、こういう少ない人口であ

れば、もう全面的全部応援しますよぐらいのものがあってもいいん

じゃないかなと。これは多分国の制度がどうのこうのやから合わせ

ますとか、近隣がそうやから合わせますじゃなくて、町独自で、若

者を増やしたい、定住者増やしたいのであれば、そういったところ

を排除しないと、なかなか皆さんは応募してこれんと思うので、こ

の辺を今後どう考えているのか、対策するのかどうか教えてくださ

い。  

委  員  長   まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  今ほど竹仲委員から御質問のありました制度につきましては、今

回新婚生活、結婚新生活支援事業補助金という形で４０万円計上さ

せていることだと思いますけれども、これはもともとは婚姻に伴う

経済的負担を軽減するために国の地域少子化対策 重点交付金という

のを受けて、新規に結婚した世帯を対象に、新生活を経済的に支援

する制度として創設されたものでございます。  
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 そこで、この交付金を受 けるに当たっては、少子化対策を推進す

ることを目的とすると同時に、経済的の支援も目的としているとい

う趣旨から、結婚時の年齢を夫婦ともに３９歳以下とすることや、

夫婦の前年の合計所得を４００万円、これは給与額にしますと約５

４０万円になるわけですが、これ以下とするような所得制限が設け

られているというのが現状での制度の前提となっております。  

しかし、本町ではこの制度の対象となる補助金３０万円のほかに、

町独自の対策としまして１０万円を上乗せして補助上限額４０万円

の結婚新生活支援事業として事業を仕立てているところであります。  

こ の 制 度 の 設 計 に 当 た っ て は 、 年 内 の １ 年 間 の 婚 姻 件 数 の 約 ９

０ ％ が 夫 婦 と も に ３ ９ 歳 以 下 で あ っ た と い う こ と と 、 そ の う ち ５

７％相当が所得合計４００万円以下であったということ 等を積算根

拠として、婚姻された方の約半数が該当するような見込みで制度が

つくられたものというふうに考えておるところでございます。  

なお、この申請の件数が何らかの事情で少ないようであれば、制

度の在り方等を検討していかなければならないというのは委員御指

摘のとおりだと思っておりますけれども、例えば現状では改正する、

しない、あるいはした場合についてはどのような方向で改正するべ

きかというような考え方、幾つかの選択肢があろうかなと思います

けれども、その選択肢の一つとして考えられることでいいますと、

現在、国の制度に３０万円 に１０万円を上乗せするという考え方が

今回の制度になっておりますけれども、場合によっては、対象者が

倍になりますので、逆の１０万円の額が少なくなってくるかもしれ

ませんけれども、逆の発想で結婚御祝い金のような形で、結婚の事

実に対して幾らかを交付 する。さらに、国の要件に該当すればプラ

ス３０万円というような上積みの考え方を逆にするというような発

想も今後は検討する必要があるのかなというふうには考えておりま

す。  

いずれにしましても、今年度執行状況を見た上で、見定めた上で、

その必要性等について検討させていただいた上で今後考えていきた

いというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   分かりました。そういった検討をよろしくお願いしたいと思 いま
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 す。昨年もブライダル関係とか、婚活の関係で予算を組みましたけ

ど応募がなかった、ゼロ円で申し送ったという報告もあったように

思います。そういったことで、やはり町民とか、県外から来られる

方が応募しないというのは何か使い勝手が悪いところがあるので、

その辺は精査して、次年度、次年度にバージョンアップしていくよ

うな形でよろしくお願いしたいと思います。  

次の質問です。  

１３ページです。  

ケーブルテレビ施設更新事業のところで、今どんどん進んでおり

ますけども、これに関する 、これとは直接関係ないんでしょうけど

も、ＳＴＢの更新はいつの予定になっているんですか、それは 交換

されるんですよね。  

委  員  長   エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  ＳＴＢにつきましては、今現在お使いのものをそのままお使いい

ただくということでございます。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   以前新しくなるように僕は聞いているんですけど、それはうそで

したか。皆さん、どう認識していますか、僕は新しくなるものと 認

識していたんですけど。  

（そのまま使うということでの声あり）  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   ああ、そうですか、じゃあ、私の勘違いで、すみません。  

それに関連して、防災設備の個人戸別受信機なんですけども、ま

だ回収に来んのですけど、いつ回収するんですか。自分でもう捨て

てもよければ捨てますけど、回収するということでずっと保管して

おるんですけども、だんだんだんだんもうどこにいったか分からん

ようになって、回収する頃には分かりませんって済むのであればい

いけど、ちゃんと返してくれというのであれば、早めに回収してほ

しいですし、個人で捨てれるのであれば捨ててくださいという報道

をしていただければ、我々はす ぐ粗大ごみとして捨てますので、こ

の辺をちょっと判断をよろしくお願いします。  

委  員  長   エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  ただいま戸別受信機といいますと、音声告知受信端末機のことだ
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 と思いますが、そちらにつきましては、今現在、ケーブルテレビの

更新工事の中で、ＯＮＵというのを今設置させていただいておりま

すけども、それの電源供給ケーブルとして音声告知受信端末機の 工

事ケーブルが使える可能性があるということで、その更新工事が終

わってから撤去するということで、撤去の方針のほうは考えており

ます。  

ただ、竹仲委員おっしゃるように、住民さんの中でも、今もそれ

も撤去してしたいんやという御意見も幾つか頂いておりまして、そ

ちらにつきましては、役場のほうに、御自分で撤去していただいた

やつを戻していただければそれでも構いませんし、それについては、

またしっかり広報させていただきたいと思います。またよろしくお

願いします。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   この辺はもっとスピード感を持って対応していただきたいなと思

います。  

それと、もう一つ、先ほど ＳＴＢに戻るわけですけども、今の使

っ て い る Ｓ Ｔ Ｂ は 有 名 メ ー カ ー と い う ん で す か 、 ソ ニ ー と か 、 松

下 と か 、 東 芝 と か 、 そ う い っ た メ ー カ ー の 連 動 は 対 応 す る ん で す

け ど も 、 例 え ば フ ナ イ で あ る と か 、 ２ 流 、 一 段 下 が っ た メ ー カ ー

の 連 動 が で き な い ん で す よ 。 新 し い Ｓ Ｔ Ｂ が で き る か ら 待 っ て お

っ て と 、 僕 個 人 的 に 言 わ れ た も の で 待 っ て お っ た ん や け ど 、 変 わ

ら な い と い う の で あ れ ば そ の 辺 の 対 応 は で き る よ う に し て あ げ な

い と 、 テ レ ビ 会 社 に よ っ て ２ 個 こ う や っ て 、 一 個 一 個 電 源 切 っ た

り 何 し た り し て 非 常 に 面 倒 く さ い 、 不 便 な 対 応 に な っ と る の で 、

こ の 辺 は で き る よ う に 、 今 の Ｓ Ｔ Ｂ を 改 造 し て も ら う か 、 何 か 考

え て あ げ な い と 、 テ レ ビ メ ー カ ー っ て ４ 社 だ け で は な い の で 、 ５

社 だ け で は な い の で 、 ２ 流 も 、 ３ 流 も 、 ど ん ど ん 今 新 し い テ レ ビ

会 社 が 出 て い ま す の で 、 そ の 辺 の 対 応 が で き る 、 多 分 周 波 数 か 何

か 変 え れ ば い い ん じ ゃ な い か な と 思 う ん で す け ど 、 そ の 辺 を ち ょ

っ と 対 応 で き る よ う に 、 問 合 せ が あ り ま す の で 、 そ の 辺 を よ ろ し

く お 願 い し た い な と 思 っ て い ま す が 、 で き そ う で す か 、 無 理 で す

か 。 で あ れ ば 、 捨 て る よ 、 新 し く 変 え な い と 難 し い か な と 思 う ん

ですけど。  
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 委  員  長   エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  そういった御意見があるということを ＭＭネットのほうには伝え

させていただきたいと思います。ありがとうございます。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

辻井委員。  

辻井委員   １４ページ、１１番の環境保全の対策費についてです。  

こ れも 委 託 費 、委 託 費ば っ か り なん で すけ ど も 、 ２２ ２ 万８ ,０

０ ０ 円 つ い て お り ま す 。 こ れ は 二 酸 化 炭 素 の 排 出 制 御 の 対 策 事 業

と い う こ と で 、 こ れ も や は り カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 通 じ る と こ

ろだと思いますけども、美浜町にはＣＯ ２ を排出しとる ような工場

と い う の は 見 受 け ら れ な い ん で す け れ ど も 、 こ れ は 存 在 し ま す か 、

ちょっと確認します。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長 ＣＯ ２ 削減につき ましては、そうい う事業者というの も、小さいも

のになりますけれども、美浜商事さんとか、 佐柿のああいう小さい

工場のところですとか、関電 関係のところというのはなかなか原子

力発電所は ＣＯ ２ 削 減しませんけれど も、事業所とか、 そういった

ところ、一つ一つのところで排出はされていると、電気を使ったり

とか、重油を使っ たりというところ で、それを ＣＯ ２ に 転換といい

ますか、して係数を掛けて出しているというような形になりますの

で、小さな事業所 であっても ＣＯ ２ を 削減しているとい うふうな形

になります。  

委  員  長   辻委員。  

辻委員   分かりました。やはり美浜町にも ＣＯ ２ を出す工場があるというこ

とで分かりました。  

それと、この委託先については、やはり特定の専門業者でないと

あ か ん と 思 う ん で す け ど も 、 国 や ら 、 県 等 に 関 係 す る 業 者 、 も し

分 か る の で あ れ ば 、 ど の 辺 が や っ て い る の か と い う の を 教 え て く

ださい。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  美浜町におきましては、昨年度と今年度、環境基本計画の改正を

環境コンサルタントのほうに業務委託をしておりまして、そういっ

た環境系のコンサルタント、うちで今委託しているのが サンワコン
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 という業者ですけれども、そういったところですとか、あといろい

ろなコンサルタント業者はあります、県外含めて。  

以上です。  

委  員  長   辻井委員。  

辻 井委 員   ちょ っと聞 き取 れなか ったん です けど ､サ ンワコ ン 。 分かり まし

た。  

それで、ちょっと測定器なんか、各箇所に置いてあるのではない

か と 思 う ん で す け ど も 、 こ う い う 測 定 器 と い う の は 何 か 所 か 美 浜

町 、 ど こ か に 置 い て あ る 箇 所 と い う の は あ る ん で す か 、 ち ょ っ と

確認します。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  ＣＯ ２ の排出に つきましては、測 定器というのをそ の地域のとこ

ろに置いているというところは、私のほうでは把握をしておりませ

ん。  

辻井委員   分かりました。  

委  員  長   辻井委員、二酸化炭素と言うていますけど、電力を使っても ＣＯ

２ を出すわけで、 燃 やしているとか、 そんなことに特定 する必要は

ないんですよ。  

辻井委員   分かりました。いろいろありますけど、やはり美浜町、自然環境、

山も多いですし、環境整備については２１世紀、環境の時代であり

ますので、この辺のところ、住みやすい環境を美浜町が率先してつ

くっていただきたいと思います。  

以上です。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   今のところと一緒なんですけど、地球温暖化対策の実行計画とい

うのはもう既にあって、それが改定時期にきているのか、それとも

別の理由で改定する必要が生じてきたのか、その辺はいかがなんで

すか。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  令和２年の秋に国のほうが宣言した、２０５０年カーボンニュー

トラルということを宣言いたしまして、それを基本理念とする 国の

ほうの地球温暖化対策推進法が昨年改定をされました。それを受け

まして、町のほうもちょうど平成２９年１月にこの計画を改定して、
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 改定時期となっております。また、これにつきましては、事務事業

編ということで、美浜町役場の事業所として、その事務事業に関す

る温暖化の対策のものでございまして、令和元年から２年度にかけ

て、一番大きな庁舎の総合改修工事ということで空調等を改修し、

ＣＯ ２ の削減を図 っ ているところであ りまして、その調 査結果、令

和３年度までの調査結果を踏まえて、今年度役場としての、事務事

業としての削減対策を行うというものでございます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   これまで行ってきた役場の取組というのがまたさらに強化される

方向になったりとかするわけですよね。  

委  員  長   住民環境課長。  

住民環境課長  おっしゃるとおりでございまして、今までやってきたことをきっ

ちり評価するとともに、今後の削減対策をまとめていくというもの

でございます。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   ちょっとお聞きしたいんですけど、カーボンニュートラルという

と、企業が生産活動の中で排出する、例えば原発がゼロだとしても、

維持していくためのいろんな会社があって、その会社もニュートラ

ルを実現しないとなかなか社会的には認められないという問 題があ

って、ニュートラルというのを考えると、例えば美浜町の中は かな

り山林が多いと思うんですが、その山林の生育状況というか、応じ

てカーボンを吸収する能力が変わってくるんですね。 その辺を調査

することで美浜町の山林が持っているカーボンの固定とい うか、そ

ういうのを計算できると思うんです。ヨーロッパでそれをやってい

るんですね。そうすると、これがカーボンプライ シングと今、カー

ボンに値打ちをつけて、美浜町はこれだけカーボンをようけ固定し

ているから、それに値をつけて、それを買いに来ると、こういう制

度が今動きつつあると思うんですが、そういうところの視点で僕自

身はもっと動いてもらいたいなというふうに思いますので、ちょっ

と要望を出しておきます。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ないようですので、次に、１６ぺージの民生費から、２７ページ
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 の商工費までの質疑をお受けいたします。民生費から２７ページの

商工費でございます。質疑はございませんか。  

河本委員。  

河本委員   １７ページのふく育応援事業２０万円ですけども、これというの

は県の事業なんですか、どうなんですか。  

委  員  長   子ども・子育てサポートセンター所長。  

子ども・子育てサポートセンター所長  この事業は、委員おっしゃるとおり、県が実施している事業でご

ざいます。妊婦から１８歳未満の子供を持つ子育て世帯の希望者を

対象としたふく育パスポートというのを県が発行しているわけです

が、このパスポートを提示することによって、ふく育応援団に登録

されている企業等で割引や特典を得られるものでございます。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ないようですので、次にいきます。  

河本委員。  

河本委員   １６から２７。  

委  員  長   １６から２７です。  

河本委 員   ２２ ページ の園 芸育成 支援事 業１ ,００ ０ 万円で すけ ども、 この

技術型ハウスというのはどこにできるんですか。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  現在造成を予定しております のは和田集落ということになります。

今、ハウス６棟建っている、早川工務店の後ろのところに造成して

６棟建っていますが、その周辺というか、和田のエリアで近いとこ

ろでできるだけ固めたいというふうに考えております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   それはまた幾つぐらいのハウスになるんですか、増加分は。  

委  員  長   産業振興課長。  

産業振興課長  現在いろいろ就農計画というのを今立ているところでございます

が、その中で、ハウス４棟ぐらいを計画しております。  

委  員  長   川畑委員。  

川畑委員   １７ページの保健福祉センターの浴槽ボイラーのことですけど、

結局更新せんとあかんということで、更新するということで設計委

託になった。  
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 委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  こちらの件に関しましては、委員の一般質問でも いただいたとお

りなんですけれども、ボイラー等につきましては、整備後２３年ほ

ど経過をしておりまして、老朽化が進んでいるということで、今回

更新の設計をあげさせていただいたところでございます。  

委  員  長   川畑委員。  

川畑委員   今現在も動いていまして、新しいやつができるまでは現在のやつ

が動いた状態でお風呂は使えるという状況なわけなんですか。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  今、使えている状態です。ただ、前にも申したとおり、月曜日に

お風呂の入替えをするんですが、まれに火曜日の午前中ぐらいにち

ょっとぬるい場合があるということで、沸かすのに時間がかかって

いるという状態なんですが、毎回ではありませんので、今は 使える

状態というふうになっております。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

竹仲委員。  

竹仲委員   ２６ページの観光振興費の三方五湖ゾーン整備事業なんですが、

僅かな金額なんですが、電池進船運転業務委託料２２万円とあるん

ですが、これは何の運転を、どこへ委託するんですか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  この事業につきましては、電池 推進遊覧船、今まで三方五湖を入

るときに、水月湖に入る際に、大谷造船さんしか今まで運転してい

ただいていないということがありまして、視察ですとか、その 辺り

で１０回程度使うかなということで、この経費を計上させていただ

いております。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   今までテストとかいろいろやっていただいたのは、大谷造船さん

が無償でやっていただいたということですか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  これまでにつきましては、建造の一環のテストということで大谷

造船さん、それから、東京海洋大の方も一部運転したことがあるん

ですけれども、あそこを通り抜けれるという方が非常に限られてお

りますので御理解をよろしくお願いいたします。  
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 委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   今回はもう移管されて 美浜町のものになったということですか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  これにつきましては、指定管理業務が始まるまでと、までの委託

料ということで御理解いただきたいと思います。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   指定管理業務が始まるまでの間に運転したものは町で支払いをす

る と、 そ う いう こ と なん で す ね。 １ 回 ２万 ２ ,０ ０ ０ 円 を １０ 回 程

度走らせると。例えば私らが今度視察で行って、 乗せてもらうため

にはこの運転使用料がかかるわけやね。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  そのような形になります。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

河本委員。  

河本委員   電池推進遊覧船の活用地域啓発業務委託料の７９２万円ですけど

も、これというのはどういったところに委託して、どういったこと

を啓発されるのでしょうか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  この業務につきましては、委託先は指定管理者が決まった後の運

営会社のほうを予定しております。  

内容ですけれども、地域住民への周知のための施設見学会、試乗

会 と い う こ と で 、 地 域 住 民 、 若 狭 町 も 同 時 に 予 算 計 上 し て い た だ

い て お り ま す の で 、 両 町 の 住 民 を 対 象 に 、 施 設 見 学 会 、 試 乗 会 を

開催するものでございます。  

それから、もう一点のモニターツアー、観光事業者等を対象にし

た モ ニ タ ー ツ ア ー も 予 定 し て お り ま し て 、 三 方 五 湖 周 辺 に た く さ

ん の 観 光 資 源 が ご ざ い ま す の で 、 そ れ ら を う ま く 組 み 合 わ せ て 魅

力 の あ る よ う な 周 遊 ツ ア ー の 造 成 に つ な げ た い と 考 え て お り ま す 。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   まだ指定管理者というのは決まっていないんですよね、どうでし

ょうか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  まだ決まっておりませんし、これから公募の手続に入りたいと考
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 えております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   議員の皆さんも勘違いされている方もかなりいらっしゃると思う

んですけど、まだ指定管理者が決まっていないと。議会でもプレゼ

ンみたいなことをＤＭＯさんがされているときに、いかにも自分た

ちが指定管理者で遊覧船事業をやるんやみたいなこと をプレゼンさ

れていますけれども、ああいうのって本当に正しいやり方なのか、

ちょっと疑問を持っているんです。あれは決まっていないうちから

先行的にやって、もうイメージづくりされているのかなというのが

あるんですけど、ああい ったやり方というのは本来は間違いだとい

うふうに僕は思っています、 正式に指定管理者として 定まっていな

いのに、もう委託されるような感じで、本人らは思い込んじゃって

いるので、その辺は議会とかの説明の場にはふさわしくないのかな

というふうにちょっと感じております。  

あと２５ページです。  

観 光マ ネ ジ メ ント 業 務 委 託 料 と いう の が４ ５ ４ 万 ７ ,０ ０ ０円 、

一 般 経 費 で 計 上 さ れ て い る ん で す け ど 、 こ れ は ど う い っ た も の な

んですか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  昨年度の観光振興計画を改定いたしましたけれども、 その改定の

過程の中で、議会の皆さん、ほかの方から絵に描いた餅になっては

いけないという意見をたくさん頂きました。我々もそれを肝に銘じ

ておりますので、アクションプラン、今回の計画で大分少なくはな

りましたが、６７項目ございます。これの具体的な実行について、

専門家を交えまして検討ですとか、参考となるデータの収集、分析

などを行って、計画の着実な実施を図っていくものでございます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   もう実行するに当たって、本当に数値的なものとか、がしっかり

としたものが出てくるというふうに考えていいん ですか。  

委  員  長   観光戦略課長。  

観光戦略課長  そのような御理解で結構です。  

委  員  長   ほかにありませんか。  

（なしの声あり）  
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 委  員  長   ないようですので、次に、２７ページから３９ページの教育費ま

での質疑をお受けいたします。  

質疑はございませんか。  

河本委員。  

河本委員   ２９ページの美浜町高島市間道路整備効果調査検討業務委託料１ ,

５０７万円になるんですけど、これも調査結果とか を業者に依頼し

て、幾つかのパターンとか、入込み客数とか、交通量ですか、そん

な感じの調査とか、検討されたものがしっかりと出てくるんですか、

どうなんでしょう。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  すみません、今の御質問でございます。  

こちらのほうは先般開催をいたしました期成同盟会、あれの事業

で ご ざ い ま す が 、 美 浜 町 と 高 島 市 を 連 絡 い た し ま す 道 路 整 備 の 効

果 等 を 見 え る 化 と い う の が 非 常 に 大 切 で あ る と い う ふ う に 考 え て

お り ま す 。 そ の 必 要 性 を 具 体 化 す る こ と で 、 今 後 の 要 望 活 動 等 に

強力に推進をしていきたいなというふうに考 えております。  

令和２年度に一部業務調査を実施いたしまして、道路の線形等に

つ き ま し て は 、 大 体 の お お よ そ の 概 略 の 金 額 と 予 算 等 も 算 出 を さ

せ て い た だ い て お り ま す が 、 当 時 は 交 通 量 推 計 を し て お り ま せ ん

の で 、 で き た 後 、 観 光 等 、 物 流 、 産 業 等 に つ き ま し て も 、 ど の よ

う に リ ン ク さ せ て い く か 、 ど の よ う な 方 向 性 を 今 後 持 て る か と い

う と こ ろ ま で の ち ょ っ と 資 料 が お 示 し を で き て お り ま せ ん で し た 。

今 回 は そ の 広 域 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク が 整 備 さ れ た 後 に 、 時 間 的 な 短

縮 、 ま た は 交 流 人 口 の 拡 大 に 伴 う 観 光 を 含 め ま し た 経 済 効 果 な ど 、

整 備 効 果 等 に つ き ま し て 、 ビ ッ グ デ ー タ 等 を 用 い た 詳 細 な 調 査 の

ほうをやりたいということを考えております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   これは美浜町がやる事業ではあるんですけれども、相手方の高島

市さんにもメリットがないと、これからのお互いの交流とか、この

資料をもって高島市さんにどうですかということをアプローチして

いくわけですけども、そういった高島市のメリットもしっかり考え

られるような資料になってくるのでしょうか。  

委  員  長   土木建築課長。  
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 土木建築課長  高島市さんのほうとの連携を今後つなげていく、深めていくため

にも、当然道路ができた暁にはこのようなメリットがあるというこ

とは、当然こちらからもお示しをする必要があるというふうに考え

ておりますので、そのように進めていきたいというふうに考えてお

ります。  

委  員  長   ほかに質疑はございませんか。  

﨑元委員。  

﨑元委員   ３４ぺージの真ん中辺の償還金、返還金とあるんですけど、４４

万８ ,０００円、幾らを最初にもらって、何でこの４４万８ ,０００

円を返還して返すのか、ちょっと分かりませんので お願いします。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  では、お答えをいたし ます。  

この子ども・子育て支援交付金の国庫返還金でございますが、 当

初交 付 を いた だ い てお り ま すの が ３ ０６ 万 ９ ,０ ００ 円 でご ざ い ま

し て 、 実 際 利 用 し た 部 分 で 申 し ま す と 、 ３ 児 童 ク ラ ブ が ご ざ い ま

し て 、 そ れ に 対 し て ３ 分 の １ の 補 助 を 頂 い て お る も の で ご ざ い ま

す。 そ れ に伴 い 、 実績 を 出 しま す と 、そ の 分 の４ ０ 万 ８ ,０ ００ 円

の返 還 が 生じ た と いう も の でご ざ い ます 。 ３ ０６ 万 ９ ,００ ０ 円 の

交付 に 対 して 、 実 績の ほ う が２ ６ ２ 万１ ,００ ０ 円と い う形 で 、 差

引き４４万８ ,０００円を返還するというものでございます。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   どこへ返還するんですか、国ですか、県ですか。  

教育委員会事務局長  国でございます。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

梅津委員。  

梅津委員   一つ教えてください。  

２９ページなんですけども、土木費の中で、 小倉山山頂公園整備

事 業 が あ り ま す け ど も 、 こ の 中 で 、 小 倉 山 山 頂 公 園 整 備 検 討 委 員

会 （ 仮 称 ） 委 員 謝 礼 と あ が っ て い ま す け ど も 、 僅 か な 金 額 な ん で

す け ど 、 そ の 謝 礼 と い う の は ど う い う ふ う に 解 釈 す る の で し ょ う

か 。 例 え ば 各 地 区 に い ろ ん な 検 討 委 員 会 た く さ ん あ り ま す け ど も 、

そ う い う い 委 員 に 対 し て 謝 礼 な ん か を も ら っ た 記 憶 は な い ん で す

が 、 そ う い う の は 何 か 基 準 が あ っ て こ う い う 謝 礼 と い う の を 出 す
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 と い う 決 ま り 事 が あ る の で し ょ う か 、 そ れ を ち ょ っ と 教 え て い た

だけませんでしょうか。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  すみません、小倉山の山頂に登ります道ができましたので、 耳地

区、遺族会が管理します忠魂碑周辺を公園化ということで、今回委

員会の設置につきまして １６万円をあげさせていただいております。  

その委員の構成につきましてですが、 耳地区の区長会から要望が

出 て お り ま す の で 、 当 然 耳 地 区 の 区 長 会 か ら 、 あ と 耳 地 区 の 遺 族

会 か ら と い う こ と で 、 数 名 代 表 者 を 出 し て い た だ き ま し て 、 委 員

を構成するような形で今のところ検討を進めております。  

今回、報償費ということで、これはあくま でお礼というような性

質 上 の も の で ご ざ い ま す の で 、 当 然 何 回 か 出 て き て い た だ く こ と

に な り ま す 。 そ れ に 対 し ま す 謝 礼 と い う こ と で 、 今 回 予 算 の ほ う

を計上させていただいております。  

委  員  長   梅津委員。  

梅津委員   交通費みたいな手当ですか、そういうことで解釈していたらよろ

しいでしょうか。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  交通費といいますか、あくまでその会に出席していただくお礼と

いうような意味合いのものでございます。  

委  員  長   梅津委員。  

梅津委員   私ちょっと質問したかったのは、何でこういうところにこういう

委員謝礼というのを明記するのかどうかをちょっと聞きたかったん

です、そこだけをちょっと。普通やったら経費の中に全部含まれて

いて、確かに交通費やとか、もらいますけど、ここに仮称で 委員謝

礼というのを何であげないと駄目なのかということだけを知りたい。  

委  員  長   副町長。  

副  町  長   今回予算でこうやってはっきりと謝礼と出てまいりますと、今ほ

どの梅津委員さんの御意見なんかもいろいろあるのかなと言うてお

ったんですけれども、一般的に町が行ういろいろな委員会につきま

しては、報酬という形で予算を出させていただいております、いわ

ゆる人件費の中で出させていただいておりますので、こういった明

確にこういった形で予算が出てこないのかも 分かりませんけど、報
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 償費というのはあくまで決まった金額をしているわけではございま

せん。今ちょっとお話がありましたように、車賃 であったり、単な

るお礼の気持ちでお払いをさせ ていただくということ で出していっ

ておりますので、委員会ごとにこういったことでは報酬か 、もしく

はこれが出せない場合には報償費で、こういった形で予算とさせて

いただいているというのが通常でございますので、ここはちょっと

御理解をいただきたいというふうに思います。  

梅津委員   了解しました。  

委  員  長   ほかに。  

竹仲委員。  

竹仲委員   ３０ページの町営住宅改修事業なんですが、これは主 に外構とい

うか、いろんなところが長寿命化するための補修費だと思うので、

この辺は理解するんですが、実際に町営住宅に住んでいる方のいろ

んな問題が起こっていまして、高齢化に関して。例えば２階、 ３階

に住んでいる人が急に倒れられて車いす生活をすると、上下、行き

にくいので１階に降ろしてほしいと言っても、なかなか町のほうか

らそういう移転というか、場所の移動はさせていただけないという

苦情も出ております。今すぐどうのこうのという話はできないんで

すけども、町営住宅の将来展望として、今後高齢化が進む中で、あ

くまでも３階、４階建てのずっとこのまま続いていくのかどうか、

これで大丈夫だと思っているのか、町の住宅の考え方を少し教えて

ください。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  町の町営住宅の長寿命化計画ということで、今おっしゃられたと  

おり計画的に改修工事の方をこれまでから進めさせていただいてい  

る と い う と こ ろ で ご ざ い ま す 。 今 、 少 子 ・ 高 齢 化 、 高 齢 の 方 が た

く さ ん 住 宅 に 、 特 に 三 階 に も た く さ ん お 住 ま い い た だ い て い る と

い う こ と で 、 足 も 悪 く な っ て き た の で 、 下 の 方 の 階 の 方 に と い う

お 話 も 今 年 に 入 っ て か ら も 数 件 承 っ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。

下 の 方 に 空 き が あ れ ば 、 そ の 辺 の お 話 も さ せ て い た だ け る こ と も

必 要 か な と 思 い ま す し 、 ま た 、 今 後 そ の よ う な お 話 を 受 け た 時 に

は 、 町 と し ま し て も 真 摯 な 態 度 で 出 来 る だ け 積 極 的 に 下 の 方 の 階

が 利 用 で き る よ う な 形 で 、 移 行 で き る よ う に 検 討 の 方 も 進 め て い
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 きたいなというふうに思います。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   下の方の利用となると、なかなか全部の要求に応えるような住宅

ではなくなると思うので、そ ういった意味で、３階まである施設を

長寿命化でどんどんどんどん長もちさせるという構想ではなくて、

ある程度一定量たったら新しい住宅に代わっていくんやと、低層階

に変えていくんだと、もう高齢化が進んでいくに当たっては、そう

いった長期計画を持っていただかな いと、あくまでも３階建てをつ

くったって、２階、３階ずっと空き家で１階ばかり埋まっているよ

うな住宅では非常にもったいないし、そこへ若者が入ってくれるか

というと、今低所得者の中にはなかなか入っていただけない、そう

いいながら、どんどん新しい住宅のほうへ若者定住という形でやっ

ているんですね。その辺のベクトル が合っていないような気がする

ので、町営住宅も低所得者向けやから こんなのでいいやじゃなくて、

そこももう少し変えていく。もしくは、企業に合った住宅で段階的

に変えていくとか、これはもう低所得者なのでこういう住宅しか 仕

方ないというので終わってしまったのでは、今後町の住宅事情が物

すごく悪くなると思うので、修理もいいんですけども、長寿命化と

高齢化に関しての長期計画を一回見直していただきたいと思うんで

すけども、そういった要望に対してお答えできますか。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  また今後頂きました御意見を基に、新たな長期展望のほうもまた

検討していきたいなというふうに考えます。よろしくお願いいたし

ます。  

委  員  長   ほかにございませんか。歳入までやったら終わります。いいです

か。  

川畑委員。  

川畑委員   ３８ページの体育施設管理費の 西郷健康ひろば管理費なんですけ

ど、グラウンドゴルフ場が天然芝でいいコースができました。ゲー

ト ボー ル 協 会と 共 有 して ､土 の コ ー ト の 中で 、 土 のコ ー ス もで き ま

したので、今もやっていますけど、昨日も屋内のゲートボール場は

１００人ぐらい集まってやっていました。外でグラウンドゴルフを

やっている人は七、八人いかいませんでしたけど、ところが天然芝
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 自体が今育ってきて、芝が長いんですね。長いとボールが 、グラウ

ンドゴルフのボールがずぼっと入ってしまうと、一回打つごとに物

すごく体力が必要らしい ですね、打つのに。そうすると、もう疲れ

るから、天然芝を余り使わなくて土のコースを使うということで、

土のコースを多く使うんですね。そうすると、ゲートボール場は共

有しとるから、余り荒らされると、外でやりたいときにはできない

という状況が出てくるんですけど、そのときにもう天然芝が長いか

ら切ってほしいという要望なんかは、教育委員会のほうでは聞いて

いないんですか。そういう管理というのは、グラウンド協会とか、

ゲートボール協会に任せてあるような状況なんですか、その辺ちょ

っと確認だけお願いしたいんですけど。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  では、お答えいたします。  

西郷健康広場の屋内と屋外の業務委託に関しましては、美浜町の

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー の ほ う に 委 託 を さ せ て い た だ い て お り ま す 。

グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 場 に 関 し ま し て は シ ル バ ー の 会 員 さ ん で あ る 協

会 員 さ ん に 委 託 を す る と い う 形 で 、 芝 刈 り も 含 め 、 会 場 の 施 設 管

理 、 そ う い っ た と こ ろ に 一 切 合 切 委 託 を し て い る 状 況 で ご ざ い ま

す。  

状況を見て、協会員さんのほうで状況を見ながら、芝刈りのほう

は入っていただいておる状況でございます。こちらのほうではちょ

っと直接まだそういったお声は今日現在、今あがっておりません。  

委  員  長   川畑委員。  

川畑委員   ゲートボール場の屋内の建物のことなんですけど、もうできてか

ら５年ぐらいたったかな、そうすると、やっぱり最初の当初のすば

らしい施設から、もう少し経過がしとるもので悪いところが出てく

るんですね。そうすると、ゲー トボール協会で直そうと思ってもプ

ロじゃないから、結局すぐまた元どおり傷んだような施設にな るん

ですわ。そういうときには、お金のことに関しての管理 費に関して

は、修正とかせなあかんやつは教育委員会のほうで支援して直して

もらうということでよろしいんですか。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  実際にお使いいただいている方のお声としてそういった要望があ
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 るようでございましたら、町のほうでまた修繕等は対応したいとい

うふうに考えております。  

委  員  長   川畑委員。  

川畑委員   使っていると、使いにくい、要は人工芝 なので、ミセスギができ

たりとか、悪いところがあると、それを元どお りに直すのに専門家

に来てもらって、幾らかちょっと診断してもらわなあかんと思うん

やけど、それをゲートボール協会が自分らでやる、自分らでやると

いうけどできんくせして やるというから、そういうところを教育委

員会にお願いして、専門 家を呼んでやってもらいたいというときに

はお願いしてもよろしい ね、そこだけ確認しておきます。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  またその辺に関しましては、ゲートボール協会のほうから要望と

してあげていただければ、しっかり検討してまいりたいというふう

に思っております。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   土木費で関連してなんですけど、道路は直すんですけど、カーブ

ミラー、美浜町中のカーブミラーが半分ぐらいあっち見たり、こっ

ち見たりするんやけど、職員が直しに行くという より、それこそ業

者に委託して、カーブミラーを直してもらったらどうかなと思うん

ですけど、いかがですか。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  町内でカーブミラーがあっち向いてというのが数件あるというこ

とは町民の方からも御連絡を頂いております。先週からうちの職員

でちょっと手分けしまして、町内、パトロールのほうも させていた

だいております。うちの職員でできるカーブミラーにつ きましては、

その都度修正のほうをしてきておりますが、大分壊れたやつも 何か

所かあるという報告もございましたので、またその辺を踏まえまし

て、交通安全施設も工事等で対応のほうをさせていただきたいなと

いうふうに思います。  

委  員  長   河本委員。  

河本委 員   ３６ ページ の町民 レガ ッタ 事 業１２ ２万 ９ ,００ ０ 円で すけ ども 、

久しぶりの開催になるのかなということで。どういった 今回規模の

大会になるのかというのをちょっとお聞きします。  
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 委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  今回３年ぶりの開催ということで予算のほうをあげさせていただ

きました。期日につきましては１０月１５、１６日という形で今現

在予定をしております。実際に競技運営に当たっていただきますの

が町のボート協会でございますので、今そちらとも協議を重ねなが

ら、どういったコロナ禍での運営、そういったところは今実際に検

討しておる状況でございますので、また決まりましたらお知らせさ

せていただきたいと思っております。  

以上です。  

委  員  長   河本委員。  

河本委 員   次に 、３７ ペー ジの全 国市町 村交 流レガ ッタ事 業の ４１１ 万４ ,

０００円ですけども、これも久しぶりに開催されるのかなというふ

うに思っておりますけれども、非常に美浜町の町民、いつも好成績

で、非常にボートのまち美浜というのを全国にアピールしているわ

けですけども、ちょっと成績が悪かったときの落ち込みようという

のは、非常に僕らもいろんな町民と一緒に参加させてもらっている

ので、そこでいろんなことを板挟みで言われるんですけども、やは

り交通手段とか、宿泊とかをしっかり考えてほしいということをよ

く言われるんですけども 、やっぱり参加したからには勝ちたいし、

いい成績をおさめたいというのが皆さんありますので、そこのとこ

ろをしっかり考慮していただいて、町民に寄り添った形でいい成績

をおさめてもらうということをしっかり考えてやっていただきたい

んですが、そのあたりはどうお考えでしょうか。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  今ほどの交流レガッタの御質問でございますが、 今年９月２４、

２５日で今のところ茨城県の潮来のほうで開催を予定されておりま

す。こちらの旅費のほう、今回補正であげさせていただいたわけな

んですけれども、一応しっかりと参加選手には余裕を持った行程と

いいますか、新幹線で東京まで行って、そこからバスの移動という

ような今予定をしております。  

ただ、従前ですと、夜行バスなんかで行っておった年もございま

し て 、 そ う い っ た と き に は な か な か も う 疲 れ る と い う よ う な お 声

も 頂 い て お る 中 で 、 以 前 か ら 負 担 金 を 頂 く 中 で 、 そ う い っ た 宿 泊
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 を し っ か り し て い た だ く と い う 体 制 で 今 や っ て お る 状 況 で ご ざ い

ます。  

委  員  長   途中ですけども、時間が来ましたので 休憩したいと思います。午

後は１３時３０分から再開しますので、よろしくお願いします。  

 

（休憩  午前１１：５８）  

 

（再開  午後  １：２４）  

 

委  員  長   皆さん、おそろいなのでいいですか、 それでは、休憩前に引き続

き会議を開きます。  

土木費から教育費までの質疑、まだほかにございませんか。  

兼田委員。  

兼田委員   ３５ページの北前船の日本遺産登録に関してなんですけれども、

これは非常にいい事業だと思っていまして、できればもっと早くや

っていただきたかったんですけれども、ほかの自治体がもう既に四

十幾つ登録されているという中で、やはりもうかなり埋没してしま

うんじゃないか、たとえ登録されたとしても、先行する越前町、敦

賀、小浜あたりですと、かなり 北前船で先行しておりますので、登

録されたとしてももう登録で終わったというのでは非常にもったい

ない、この予算は非常にもったいないと思いますので 、これの将来

性というか、ビジョン、どういうふうに生かしたいとか 、そういう

のがありましたら教えていただきたいんですが。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  お答えいたします。  

今年度登録させていただきます、 北前船の日本遺産登録事業でご

ざ い ま す が 、 今 実 際 既 に 歴 史 文 化 館 の ほ う で 職 員 が 一 部 調 査 に 既

に 入 ら せ て い た だ い て お り ま す 。 そ の 中 で 非 常 に 多 く の 貴 重 な 文

化 財 、 そ う い っ た も の が 見 つ か っ て お る 状 況 で ご ざ い ま し て 、 今

後 そ う い っ た も の を 登 録 す る 形 で 構 成 文 化 財 と い う 形 で 登 録 を さ

せていただく予定をしております。  

ただ、あくまで個人的な所有物でございますので、将来的には歴

史 文 化 館 と か に ま た 寄 託 を い た だ く と い う よ う な 形 で 今 後 考 え て
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 い き た い 。 さ ら に は 、 北 前 船 と い う 形 で 見 せ る 工 夫 も し な が ら 、

そ う い っ た こ と で 展 示 を し て ま い り た い と い う ふ う に は 考 え て お

ります。  

委  員  長   兼田委員。  

兼田委員   できれば、やはりもっと観光に生かすような形でもって、観光ル

ートに乗せられるような 北前船の博物館なり、資料館なりをつくっ

ていく方向で何とかお願いできないでしょうか、お願いいたします。  

委  員  長   お願いということでいいですか。答弁ありますか、いいですか。  

町長。  

町   長   こうした資源は表舞台にあげることで、 その価値を認めてもらう

というのはまず日本遺産の認定をとるというふうに我々は思ってい

ます。それはやはり認定をとるだけでは生きてこないので、これを

生かすための仕組み、今兼田委員おっしゃいましたけど、そういっ

たことを考えていきたいと思っています。  

一つの構想としては、早瀬にレイクセンターが出来上がります。

そ こ は 自 転 車 、 サ イ ク リ ン グ の 休 憩 地 に も な り ま す し 、 遊 覧 船 の

発 着 場 、 さ ら に は 、 あ そ こ は 湖 上 で の ア メ ニ テ ィ 、 船 を こ ぐ 場 所

で あ っ た り 、 グ ラ ス ボ ー ト と か 、 夜 間 イ ル ミ ネ ー シ ョ ン を つ け な

が ら 船 で 遊 ん で も ら う と い う よ う な 、 そ う い う 場 所 に は な り 得 る

ん で す が 、 そ こ に 含 ま れ て い る 早 瀬 で す ね 、 あ そ こ の 三 宅 彦 右 衛

門 商 店 さ ん 、 こ れ は ３ ０ ０ 年 以 上 の 歴 史 も ご ざ い ま す し 、 布 絵 の

渡 辺 さ ん の 展 示 館 も あ り ま す 。 前 回 も ち ょ っ と お 話 し し ま し た け

ど 、 千 歯 扱 き の 二 大 産 地 の 一 つ が 早 瀬 で す 。 子 供 歌 舞 伎 の 歴 史 も

あ り ま す 。 こ う い っ た も の は あ そ こ の エ リ ア の 中 で 活 用 し て 、 詮

議 を し な が ら 、 周 遊 滞 在 を し て も ら う と い う 、 そ う い う 場 所 に な

る 可 能 性 を 秘 め て い る と い う ふ う に 思 い ま す の で 、 今 、 局 長 が 申

し 上 げ ま し た け ど 、 出 て き た こ う い う 遺 物 、 文 化 財 的 な も の は し

っ か り こ れ は 展 示 す る よ う な と こ ろ と い う の を 、 こ れ か ら 出 て く

る も の に よ っ て は 考 え て い か な け れ ば な ら な い な と い う ふ う に 思

っ て い ま す 。 そ れ で 人 を 寄 せ て 、 周 遊 滞 在 を し て い た だ く 場 所 の

一 つ と し て の 早 瀬 、 あ の エ リ ア を レ ー ク セ ン タ ー だ け じ ゃ な く て

い ろ ん な 方 向 で 生 か し て い け る 、 そ ん な 方 向 を 考 え て い き た い な

と 思 っ て い ま す 。 先 ほ ど お っ し ゃ っ た よ う に 、 埋 没 し て い っ て し
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 まったのでは申し訳ない。  

うちのもう一つの売りは、五木ひろしさんの 北前船、あの中にあ

る Ｃ 版 に 美 浜 と い う の は 既 に 入 れ さ せ て も ら っ て い ま す 。 寄 港 地

フ ォ ー ラ ム の メ ン バ ー と い う の は 物 す ご い メ ン バ ー で 、 楽 天 の 社

長 さ ん か ら 、 Ｊ Ａ Ｌ の 関 係 の 会 長 さ ん と か 、 物 す ご い 経 済 界 の メ

ン バ ー が 寄 っ た 、 そ う い う フ ォ ー ラ ム を 実 際 に 持 っ て い ま す の で 、

そ こ は 生 か す も 殺 す も 我 々 は し っ か り そ れ は 前 面 に 出 し て 五 木 さ

ん と の つ な が り も 出 し な が ら 、 こ れ を 生 か し て い け る 、 そ ん な チ

ャ ン ス も あ る と 思 っ て い ま す の で 、 ま た い ろ い ろ な 場 面 で 皆 さ ん

方のお声と議会と協力をお願いでいたらと思っております。  

以上です。  

兼田委員   ありがとうございます。重要な歴史遺産ですので、観光と 資産と

しても十分生かしていただきたいと思います。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   なければ、次に、歳入関係全般。  

川畑委員。  

川畑委員   ３４ページの歴史文化会館の話で、この間、 実は予算決算常任委

員長が一般質問で、歴史資料館みたいなものが必要だろうという話

がありましたんですけど、今の 北前船にも関係すると、そういうふ

うな、昔のものを掘り出したときに、それを集めて展示するような

歴史の資料館、文化会館だけじゃなしに資料館というやつはちょっ

と一般質問の答えを忘れたですけど、今後一緒になってやっていく

という方向性は、この間の一般質問の結果、考えているんですか、

その辺ちょっと方向性を教えてもらえませんか、もし分かったら。  

委  員  長   教育長。  

教  育  長   私のほうからちょっとお返事をさせていただきます。  

資料館とか、博物館とか、そういったものの必要性、確かに一般

質問のときに髙橋議員からも御提案がござ いましたし、非常に重要

なことだなというふうには思っております。  

ただ、今の時点で、何かそういった新たなものを つくるといいま

すか、そういったことはまだ現時点では考えておりません。 北前船

のことにつきましても、今町長が申し上げましたように、いろんな
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 ことを今調べている最中でございまして、いろんなものが出てくる、

そして、美浜の歴史が分かるような、 そのようなものをぜひつくれ

るというような、そういうまた条件が整ってきますと、またある意

味新たなことも考えていく必要が出てくるのかな、 現時点ではそう

いうふうに思っております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   北前船の日本遺産登録事業のところで関連なんですけど、やっぱ

りこういった事業を取り組むことによって、今、 早瀬地区、非常に

空き家が増えておるような状況ですけども、町並 みをどう残してい

くんかということもしっかり課題の中に入れた取組が非常に重要じ

ゃないかなと思うんです。そういったところも合わせて取り組んで

いっていただけたら、以前にはサクラサクの映画もありましたし、

そういったところと絡めて、また早瀬でこの地域の活力とか活性化

に結びつくと思いますので、 事業としては本当にこれ、頑張っ てい

ただきたいと思いますし、そういった点はどうでしょうか。  

委  員  長   教育委員会事務局長。  

教育委員会事務局長  今ほどの御意見でございますが、確かに現状今、 早瀬区、空き家

が多い中で、昔からの町 並みというのが廃れてきている現状にござ

います。そういったところで今回の 北前船の日本遺産登録というこ

ともまさにチャンスかというふうに考えておりますので、そういっ

たところ、町並み景観の保全、そういったところも含めて、併せて

検討してまいりたいと、観光での活用、そういったことも考えいき

たいというふうに思っております。  

委  員  長   ほかいいですか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   それじゃあ、次に、歳入関係全般についての質疑に移ります。  

質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ないようですので、以上で、議案第４２号の質疑を終了します。  

続きまして、議案第４３号  令和４年度美浜町診療所事業特別会

計補正予算（第１号）を議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

健康福祉課長。  
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 健康福祉課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第４３号の説明が終わりました。  

ただいまの説明に関し、質疑はございませんか。  

幸𠀋 委員。  

幸 𠀋 委 員   す み ま せ ん 、 ち ょ っ と 一 個 教 え て ほ し い ん で す け ど 、 東 部 診 療

所のほうはもう昔からある一人の先生がずっとおられるんですけど、

丹生診療所に関しては不定期で先生が変わっている状態なんですけ

ど、お互い給与体系というのは基本的には日当たりの幾ら払うかと

いうのはそんなに変わりはないんですか。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  東部診療所につきましては、町の正職員ということで、医師です

ので、町の給料表に基づいた医師の給料を払っております。  

丹生診療所につきましては、月曜日と水曜日につきましては、今、

この４月から木村病院さんのほうに派遣ということで医師１名につ

きまして１日分もしくは半日分の支払いをしておりますし、金曜日

につきましては、野坂先生という方が昨年に引き続いて来ていただ

いているんですが、その方についても１日分幾らということでお支

払いをしております。  

委  員  長   幸𠀋 委員。  

幸 𠀋 委 員   丹 生 診 療 所 の ほ う も 東 部 診 療 所 み た い に 正 職 員 の 方 が 今 後 就 か

れるか、就けてもらったほうが地元のお年寄りにしては安心 できる

かなと思うんですけど、そこら辺はどのよう な計画というか、考え

方でいますか。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  以前は丹生診療所のほうも自治医科大学のほうから派遣をしてい

ただいて、そちらのほうで 給与を払っているという経緯がございま

したけれども、今全国的に医師も不足しておりまして、県のほうに

もお願いをしておりまして、今回も 木村病院さん、それから、丹生

診療所につきましても県の ﾌﾟｰﾙ制度を利用し ていただいて、県から

派遣をしていただいているということでございます。  

委  員  長   幸𠀋 委員。  

幸 𠀋 委 員   最 近 、 丹 生 診 療 所 は 特 に 、 丹 生 と 竹 波 の お 年 寄 り の 方 が 基 本 的

に使うことが多いのかなと思うんですけど、そこら辺の７０代以上
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 の人に何か心配事はないですかと聞くと、大半の人が診療所がなく

なるか、それが心配やということをよく聞きますので、今特に将来

的になくなりますかとは聞きませんので、継続してずっとあるよう

に、そこら辺のほうよろしくお願いします。  

以上です。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  丹生診療所につきましては、東地区の医療体制の強化であります

とか、充実については欠かせないというところと、あと敦賀半島、

唯一の医療機関として丹生診療所はありますので、地域医療の維持

でありますとか、推進をしていくために毎年 、県要望もさせていた

だいているんですが、また引き続き県のほうにも医師派遣について

要望していきたいというふうに思っております。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   東部診療所で町家の正職員として任用しているお医者さんですけ

ど、こういった場合って定年退職とかというのはあるんですか、医

者の確保とか難しいというんだけど、ある一定きて、定年退職とか

ってあるんですか。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   通常私たちの事務職は６０歳なんですが、ドクターの場合は６５

歳ということになっていおります。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   定年があるということなら、やっぱり医者の確保というのは長い

目で見て、それに努力して取り組まなあかんのかなというふうに思

いますけど、そういったところを常に、なかなか医者の確保という

のは難しいことが現状、僕らも視察に行って、勉強もしたこともあ

るんですけど、お医者さんの大学とか 、規定の関係で、しっかりと

そういったところのパイプというのか、行政としても結びつきを強

めていかないと、なかなかお医者さんって見つからないというので、

そういったところへの努力ですね、繰り返しやっていただきたいん

ですが、どうでしょうか。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  先ほども申したとおり、なかなか医師が不足しているという中で、

こちらとしましても県のほうに毎年要望のほうをさせていただきた
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 いと思っております。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

竹仲委員。  

竹仲委員   今、今年から木村病院の先生に 来ていただいているという話です

けども、月、水、金ですよね、金曜日も木村先生って、その飛び石

みたいになっている診療で、丹生診療は別に不具合を感じていない

んですか、毎日にしてほしいとか、そういう希望はないんですか、

大丈夫ですか。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  確かに同じ先生が来てくだされば一番いいんですが、今の体制の

ほうではなかなか医師が確保できないということで、ちょっと日替

わりにはなってしまいますが、月、水、金と違う先生方に来ていた

だいております。  

ただ、一つ月曜日につきましては、今回、木村病院から来てくだ

さるということで、リハビリの専門で、結構リハビリでも有名な先

生でして、月曜日はリハビリ関係、それから、水曜日に関しまして

は救急外来等の先生が来ていただいておりますし、金曜日に関しま

しては小児の先生ですけれども、またいろんな違った先生の担当が

あるということで、その辺はそれに応じた診療もできるのかなとい

う点もあるのかなと思っております。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   診療所、病院、いろいろあるんですけども、やはり歯医者とかい

うと余り緊急性がないんですけど、旧に熱が出たとか、足を折って

しまったとか、そうやって急患で来る場合のこの診療所体制という

のは、月、水、金しかやっていないとなかなか大変だと思うんです

けども、そういう火、木で何かあったときは、例えば東の先生がち

ゃんと診るからという体制になっとるとか、 それはもう救急車で行

ってもらうしかないんやとか、その辺の対応は地域にちゃんと周知

していますか。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  丹 生 に関 し ま して は 、 この 月 、 水、 金 の １週 間 の うち ２ .５ 日 の

診療ということなんですが、ここ最近、去年も、一昨年もこういう

体制で動いております。周知はもう されているとは思いますが、や
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 はり救急というのはいつ起こるか分かりませんし、夜間にも起こる

可能性もありますので、そういったときには近くの敦賀まで行って

いただくか、東部診療所に行っていただくか、夜間については救急

を呼んでいただくというような体制でしていただくようにほかない

かなというふうに思っております。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   非常にイレギュラーな質問なんですけども、救急の場合、例えば

お隣の関西電力であったりとか、もんじゅ、機構なんかも救急の車

を持っていますよね。それで、例えばこちらが言って 行くよりも、

そういう緊急性がある場合はその車を借りて敦賀病院なりに行くと

いうのはそれはできないことなんですか、それともできそうなこと

なの、それは無理ですか。  

委  員  長   健康福祉課長。  

健康福祉課長  確かに関西電力さんのほうにも専属のお医者さんがいるというこ

とは聞いておりますが、ちょっとそちらの方に診療してもらえるの

かとか、関西電力さんの車を使用させていただくのができるかどう

かというのはちょっと今のところ確認はしておりません。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   福井県ではヘリコプターも使ってなるべく短時間 でいろんな医療

体制を構築していこうという 中で、こういうところは、 僻地という

と失礼ですけども、離れたところになるとどうしても医療に対する

ケアが遅れてしまう可能性もあるので、この本体から行くのではな

くて、何かそういった少しでも早いサポートができるのであれば、

そういった相談もしていただきたいなと思います。一度また一回確

認というか、聞いてもらうことも一つの方法だと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

幸𠀋 委員。  

幸 𠀋 委 員   先 ほ ど 竹 仲 委 員 の 付 け 加 え で 、 そ う い う ふ う に な っ て い ま す の

で、そのままできませんかという質問をされていたと思うんですけ

ど 、地 元 の 人か ら し たら ２ .５ 日 と い う こと を 言 われ て い まし た け

ど 、そ れ が ３と か 、 ３ .５、 少 し で も 増 える と そ れが 安 心 につ な が

ると思いますし、最近、僕 、結構救急車の音を、丹生のほうに来る
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 のを聞いておりますので、ちょっとそこら辺皆さん、大分お年の方

は心配になっていますので、そ こら辺、先生の確保も大事ですけど、

診療日を少しでも増やせるようによろしくお願いします。  

以上です。  

委  員  長   ほかにございませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   なければ、以上で、議案第４３号の質疑を終了します。  

続きまして、議案第４４号  令和４年度美浜町介護保険事業特別

会計補正予算（第１号）を議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

健康福祉課長。  

健康福祉課長  （詳細説明）  

委  員  長   質疑はございませんか。いいですか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ないようですので、以上で、議案第４４号の質疑を終了します。  

続きまして、議案第４５号  令和４年度美浜町集落排水処理事業

特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

上下水道課長。  

上下水道課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第４５号の説明が終わりました。  

ただいまの説明に関し、質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ないようですので、以上で、議案第４５号の質疑を終了します。  

続きまして、議案第４６号  令和４年度美浜町公共下水道事業特

別会計補正予算（第１号）を議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

上下水道課長。  

上下水道課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第４６号の説明が終わりました。  

ただいまの説明に関し、質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ないようですので、以上で、議案第４６号の質疑を終了します。  
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 続きまして、議案第４７号  令和４年度美浜町上水道事業会計補

正予算（第１号）を議題といたします。  

本議案について、理事者の説明を求めます。  

上下水道課長。  

上下水道課長  （詳細説明）  

委  員  長   議案第４７号の説明が終わりました。  

ただいまの説明に関し、質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

委  員  長   ないようですので、以上で、議案第４７号の質疑を終了します。  

今日から、議員間討議という時間を設けたいと思いますが、本日

の議案に関して、議員間 討議が必要というふうに発言を予定されて

いる方、いらっしゃいましたら 挙手をお願いします。 ありますね。  

じゃあ、議員間討議を、ちょっと最大で１時間、そんなにはなら

ないかもしれませんが、行いますので、申し訳ございませんが、理

事者の方は御退席をお願いいたします。  

（理事者退席）  

委  員  長   それでは、議員間討議を始めたいと思います。  

最初に、挙手された松下委員、お願いします。  

松下委員   竹仲委員が指摘した、デジタル関係の業務委託に関することなん

ですけど、確かにこれは議会としてもなかなか難しい問題で、その

プロセスをある程度把握していないと、どのくらいのコストが適正

なのかというのはなかなか見えない、ブラックなところがあると思

うんですよね。そこにチェックを入れようとしたときに、 今までの

業務委託のままでいくのか、あるいはその業務委託をもう少し第三

者が検討してチェックを入れるようにするのか、それから、行政の

要員をそこに組むのかと、いろいろ方法が あると思うんですが、な

かなかこれは難しい問題で、まず、第１番目には、年間どのくらい

のデジタル関係のそういう業務委託があるのかというのをまず把握

した上で、そういう議論をこれから議会で積み上げていかんといか

んのではないかなと思うんですが、その辺は皆さん、どう思います

か。  

委  員  長   今の発言に関して、御意見があれば言っていただきたいし、それ

以外でもそのことに関連のすることで、今のいいですか、要約され
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 ると、システムが変わるたんびに委託料を払っているんだけれども、

それについて、どういうふうに チェックをしていくんでしょうかね

というようなことの問題の投げかけというか、そういうことですか

ね。  

﨑元委員。  

﨑元委員   そのシステムで、内容が分からんもんで、どういうシステム か、

言いようがないので、そのシステム自体がどういう設備を使ったっ

て、見たこともないし、やり方も分からへんし、それが分からんこ

とにはチェックのしようがないと思うんやけど。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   それは先の事業にあったとおりで、国の制度変更とか、解釈の変

更とか、受理したときに地方の持ち出しというものの中身を変えて

いかなあかんわけで、それで皆業務委託をしとるんやけど、それが

適正化どうかというのはなかなか難しい。難しいという欠点になっ

たら、もうそのまま業務委託をする しかないので、あと竹仲委員が

指摘したことについてはなかなか議論 になっていかないということ

になるんですけど、僕は一遍どこかで チェックを入れたほうがいい

んじゃないかなと、僕はそういう仕事をしてきたので、ほぼ業者の

言いなりの単価になっと る可能性もあるし、もう少しチェックを入

れると適正になるというふうになる可能性もあるので、その辺のと

ころを議会がどうかみ合って いくのかという、業務委託が適正かど

うかをめぐっての議論はある程度どこかでしとかんと、もうそのま

ま議会が受けるということになる。そういう議論の提案です。  

委  員  長   私はちょっと﨑元委員 が言われたように分からない、それは分か

らないんですけど、システムが変わるたんびに１００万円とか、さ

っき百何十万円とかというお金が出ていっていますね。大体そうい

うシステムエンジニアに頼むと、１日大体１０万 円とか、そこらは

とるんです、完全に。１００万円ということは１０日ぐらいかけて

仕事して、完結してお渡ししますよぐらいな契約になって、１０万

円できっともっと払っているんじゃないかと思うんです。例えば１

０日かかったら１５０万円とか、基本的に人件費ですから、全部、

システムを変えるんだから。それを払っていくんだけども、システ

ムエンジニアが自分の給料と管理費が 、会社の費用がいっぱい、経
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 費がかかっていますから、やっぱり１０万円じゃなかなかペイでき

ないだろうと思います。だから、それぐらい金がかかるわけです。

実際に私の意見はさっき言ったのは、役場の職員の中にもそういう

ことに長けた人を２人とか つくって、簡単なことは自分でやると、

１０日もかからんでも実際できるんですよ。 ３日ぐらいでできるや

つを１０日というふうに言うんですから。だから、それを外で外注

していると、自分の思いどおりにならないものができてきても、そ

れを直すとまた金がかかるというような形で、小回り が利かないの

で人を育てるべきじゃないかということを僕は意見を言ったんです

けど。  

今、例えばＩＣＴのこのタブレットをやるときに、議論をいろい

ろ しま し た けど 、 役 場の 方 と 、多 分 皆 さん ､同 様 に 考 え た かも し ら

んけども、決してＩＣＴに関して、デジタルに関して、専門的な知

識を持っている人は多くはいない。 ほとんどいらっしゃらないとい

う感覚を私は受けています。だから、今デジタル、デジタルってデ

ジタル田園都市構想だなんて政府が言っていて、これも選挙向けの

言葉かもしらんけれど、でも 、デジタルできちんと地方創生しない

とできないという時代なので、それなのに、人が役場の中で人を育

てようとしない、確保しようとしないということについ ては、私は

非常に戦略としてはまずいと思っていますね、もっと人を養成する。

やっぱり資源というのは人ですから、 人的資源ですから、それがな

いと、幾ら構想をいいものを出しても、ついていけな いですよね。

特にデジタルなんかはこれから基幹技術だと思うんです、 これから

の時代の基幹技術、それをやっぱりそういう人を養成する費であっ

て、チェックというよりは人を養成したらどうですかと私は言いた

いね。  

兼田委員。  

兼田委員   自分も最初、システム構築費用というので、どんなものかと思っ

ていたら、要は所得の制限がか かっている人を抽出する 、要はデー

タで入っているものを選び出すだけのことじゃないかと思ったんで

すよ。そうしたら、それだけそんな手間なのに、そういう新しいシ

ステムをつくる必要はないような気がしていて、確かに竹仲委員が

言いましたように、非常に高額だなというイメージは持っていまし
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 て、ですから、今後こういうのがあるんだったら１年間役場でそう

いう使うシステム構築費が幾らぐらいかかるのか、何百万円、何千

万円かかるのか、それによって人件費、もし１人なり、２人なり雇

い入れるような形でというところから始めていったほうがいいんじ

ゃないかと思うんですよ ね。かなり専門的な知識が要るような仕事

とは思えないんですけども。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   関連です。そんなに大きなシステムの変更先にはならんですね。

僕もＮＴＴにいたので、大きなシステムの枠とか、修正があると、

大元のほうで変更するためのプログラムを組んで、フロッピーディ

スクで送っていますね。敦賀支店なら敦賀支店のバックアップ用の

システムをそのフロッピーで修正をかけるんです。それで、新たな

項目が増えると、こういうフォーマットにエリアをとって、コンピ

ューターのエリアを修正したりとか、あるいは減少した りとか、そ

ういうのを末端でやるわけやね。それと似ているな、行政の職員で

そういうことはやれんことはないので、どこかその辺を変更があっ

たときに、美浜だけでそれをやるのは難しいので、嶺南なら嶺南地

域で使っているシステムの共通的な部分を使って、そういうディス

クをもらって修正していくというのはできると思います。そういう

ことをやればいいのではないかなと思うと、編集してやればいいし、

いや、そんなもの、そこまでせんでいいというのであれば、何も言

わんでもいいと。ただ、その代わり、議会として業務請負に出した

金額が適正かどうかの 判断はもうできなくなっている。  

委  員  長   だから、内容がほとんどそのシステムだとか、今も全然システム

そのものが変わっているので、昔みたいに長ったらしいプログラム

を組まなくったってつくれるような時代ですから、パソコンベース

でも。だから、そういうことをほとんど知らない人たちが見積りを

とったりしますと言うなりですわな、言うなりになってしまうので、

いや、そんなことせんでもこうしたらできるじゃないですかとか、

ほかの分野でも、ここはちゃんとこういうふうにやったらできるね

んと。例えば買い物券と いうか、チケット１枚発行しようとすると、

それは全部プログラムをつく るわけですよ、印刷用のプログラム。

ここに美浜町って入れて、こうやって、それだって１日かかったら
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 １０万円飛ぶんですよ、発行するための帳票設計で、帳票のプログ

ラミングで。そういうふうなことでお金がどんどんかかっていくん

だけど、やれることとい うのは、そんなのデザインができていれば

自分で時間をかけたらつくれるような話も中にはいっぱいあるんや

ろうなと思って聞いているんですけど。そういう意味では、人を絶

対雇って、専門的に分かって、業者とも対等に話ができる人をつく

っていかないことには違ったんやろうなと、私の意見。  

川畑委員。  

川畑委員   この話をしていますけど、この話の議員間討議をした結果を、 議

案で３９号の専決処分で賛成、反対にしてくださいよという話合い

なんですか、これは。  

委  員  長   いいえ、違います。  

川畑委員   違うんですか、じゃあ、今する必要はないんじゃないですか。よ

う分からんのやけど、今、はっきり言って、理事者側が皆お って、

これの採決をするのに、こんな話を今する必要がありますかという

こと。だから、自分はこの３９号に対して賛成です、反対ですとい

うのはシステム構築業務委託料がどんなものか分からんから手を挙

げられんのじゃないわね、今の話は。はっきり言って、これは子育

て支援、住宅の非課税、がんばる美浜人の今コロナで困っている人

たちに対して、専決処分があがってきた話の中なので、そのシステ

ムの中身をちょっとお金がかかり過ぎているんじゃないかという話

になっとるだけの話の中で、これをどうしましょうかという話を採

決する前の１時間前にせなあ かんことなんですか、よう分からんね

んけど、わしは、やっとる意味が分からん。議案に対しての話なん

でしょう。議案を賛成、反対と言うために、みんなの話が必要やと

いうんならすればいいけど、今の話、デジタルフォーメーション、

そんなものずっと先の話であって、これからみんな職員を築き上げ

ていって、こういうシステムをやらなあかんのやという話は一長一

短でできるわけではない 。今の行政は、昔はもう全部自分でつくっ

とった、設計書から。でも、今は人手が足りん、役場の職員を少な

くしなさいよというて少なくした。でも、今の仕事があるから、 そ

ういう自分でする設計とかにもできんようになった。だから、委託

業者に任せていくことになってきた現状が ここにあるんですわ。そ
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 の業者が高いからといって、これをおかしいんじゃないかと 言うこ

と自体の話合いは、この場でする必要はないんじゃないかと思うの

で、そこのやり方が分からん。  

委  員  長   今、例えば、今川畑委員が言われた、そういう事情があるんやな

と、役場にも人が少なくてやれることができんからこうなっている

いんやと、それを知らん人もおるんです。そういう議論を。  

川畑委員   だから、私が言いたいのは、ここで話す議論ですかと。  

委  員  長   どこで話します、そうしたら。  

川畑委員   話合い、別の全員協議会でやればいいんじゃないですか。今、理

事者側は、要はこの議案に対してやってくださいというてる話なん

ですよ。だから、その今の話の中で賛成、反対を決めるのにその話

は要りますか、私の意見は要りますか、要りませんでしょう、みん

な分かっているんやから。コロナの緊急対策の事業に対して専決処

分しました、それを認めてくれませんかと言うとるのに、 システム

が違いますからどうのこうのという話 はここでせな、１時間使って

せんならんことなんですか。よう分からん、そこら辺は。どうして

もせなあかんのならしてもらったらええけど。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   僕も似たようなことを考えて、竹仲委員が行った質問に対して、

行政側の答弁が、要するにシステムがどういうふうなものを構築す

るんかというのに納得いかないとか、そういった部分では、やっぱ

り行政側にもう一度確認するしかないと思うんです、納得いくまで。

それが議論であって、僕らがそこに、要するに実施設計とか、そう

いうのをしていないのに、この予算が、こういう 議論をもっと煮詰

める必要があるねというのは、チェック体制をどうつく るのか、今

後の話ですよね。だから、それはそれで今後そういう体制を１年 か

けてつくるんやったらつくるでいいんだけれども、今採決が必要な

ときに、どこにどう、それは長い目で見たとき。それで、今はこの

システム構築についてどういう問題点があるのかというのを整理す

ればいいだけの話で、そこがよく分からんのやったらもう一回理事

者に再度確認するしかないと思う。  

委  員  長   この議員間討議ということを、どこまで、どの段階までやるかと

いうことについては、今は、まだあれですよ、初めてのことなので、
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 この辺でもうやめておこうかというような話かもしれませんね、こ

の件については。ほかにもありませんか、それでも何もやらないよ

りは、いろんなところで幾らか刺激があって、やっぱり参考になる

部分はきっとある。だから、あなた、これを反対してくださいよと

いうような意見のやり取りはやめようというふうな話を議員でもし

ているわけです。それで、この討論の結果、理事者にもう一回説明

を求めるということも、それもやめておきましょうということに な

っているんです。この討議の中で、みんながいろんな感じ方をして

採決に入りましょうねと。こんなの無駄やなと思う人は無駄で、関

係なく採決してもらえればいいし、ああ、やっぱりそういうふうな

意見もあれば、確かになというふうに思ったらまた考えることもあ

るかもしれませんけど、一定の討議をしないと、お互いに考えてい

ることが分からないし、共有もできないので、そういう時間を設け

ましょうということになったわけですね、議運で。  

川畑委員   必ずしも設けなくて良いじゃないですか。今回の議案なんてそん

だけ皆の意見をきかんと分からん議案じゃない。皆、一人一人の議

員の質を持ってて判断できる体制があ るんやからこんな分からんよ

うな議案の内容。例えば、第三号機を稼働します。賛成ですか、反

対ですか。これはもちろん議員間討議いりますって。こんな一つの

専決処分の議案とかあるけど、今日は普通に聞いたら自分自身で判

断できる内容やったら、今日は議員間討議いりませんでしょう。採

決に入りましょうって話でいいんじゃないですか。そこらへんが分

からん。何でもかんでもやらなあかんという感じがするから。  

委  員  長   違う、違う、違う、意見があればやるということやね。  

竹仲委員。  

竹仲委員   議員間討議に対しては、ある意味模索状態 で始めたので、こうい

うのがありきということで始めたわけではないので、今委員長が申

されたように、議員間討議、何かありますかといって、一人手を挙

げられたので、それで始めたわけですけども、この意見は、川畑委

員が言われるように採決に関係ないでしょうといったらそこで終わ

ってもいいと思う。それで、何か皆さん、出てくるのに、やっぱり

この採決に重要な問題ですとなったら、それを討議を始めてもらえ

ばいいと思うし、そういったことで、やめてもいいし、やってもい
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 いしという形で、これはまた別のところでやりましょうとなったら

それでいいと思うので、全部あかんから否定しましょうじゃなくて、

全部いいからやりましょうじゃなくて、模索しながら皆さんと議員

間討議というのを構築していく場にしてほしいなと思いますので、

今川畑委員が言うのも合っていますし、委員長の言われることも、

僕も間違っていないかなと思いますので、こういった形で今の、今

ちょうど一番たたき台になったので、こういった話はもう採決に関

係ないので次の機会にしましょうというふうに切ってもらってもい

いと思うので、この辺はもう委員長判断で切ってもらったらいいと

思う。  

委  員  長   今ちょっと結論が出て いませんし、ここは結論を出す場でもない

ので、この件はそういう御意見があると、 ほかの意見があるという

ことで、私もう一個、そんなら私のほうから提案させてもらってい

いですか。  

２７ぺージを見てほしいん です、議案の４２号の２７ページです

か、２７ページのこの上に、電池推進遊覧船活用地域啓発業務委託

料というのが７９２万円あったんですけど、これについては皆さん

どういう御理解をされたのかなということで、もし分かる人がいら

っしゃれば教えてほしいなと。７９２万円というのがありますね、

ほかにもいろいろあったんですけど、結構な金額で、どういう。  

竹仲委員。  

竹仲委員   これに関しては、意見交換会のときに出てきた、今度町民、地域

住民の方に実際に乗って、体験していただいて、モニターをもらっ

て、これを参考に、この遊覧船をどうしたらいいかということをし

たいに対して、それをケアするための業務委託だから、ある意味、

何をするのか、私にもよう分からん気がせんでもないんやけど、そ

ういった意味で費用を使いますよということの説明だったと感じて

おりますので。  

それで、今言うこの業務委託は いかがわしいものだという判断で

あれば、反対に回る。  

委  員  長   そんなふうには考えていないですけ どね。  

川畑委員   実践は指定管理者が決まってから応援する業務やから、指定管理

が決まらなかったら、この事業まだやりませんよということ。モニ
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 ターツアーを別に計画してますけど、それをやりながら指定管理者

が決まったら、この啓発活動をやりますよという話。指定管理者が

決まらなかったら、まだこれは実行されない。  

委  員  長   もう一つ、２５ページなんですけど、２５ページの一番下に 観光

マ ネジ メ ン ト業 務 委 託料 と い うの が あ るで し ょ う、 ４ ３ ９万 ７ ,０

００円、これは観光開発審議会とい うところで、私も委員で出てい

て、いろいろ議論させていただいて、今日の説明では、実際に行動

計画をつくっていくための業務委託だという話だったですよね。こ

れについて、私の個人の開発審議会で相当申し上げたんですけ ども、

そんないっぱいいっぱい計画書に書き込んでどないするんやとい う

ふうな強い委員の御意見もあって、 実際にＤの実際に行動するアク

ションプランをちゃんとつくろうというようなところで委託される

んですけど、これは要注目だと思うんです、今までだとなかったと

思うんですけど。参考にまでに申し上げておきます、 観光マネジメ

ント業務委託料。  

川畑委員   これ要は、それの中でアクションプランを６７項目作りますよと。

その６７項目をやるために、この委託料でどういうもんをやったら

いいかということを委託しますと言うてました。６７項目というの

は分かりませんけどね。そういう委託なら分かりましたと言って納

得しました。  

委  員  長   そうなんですね、開発審議会の資料の中に独自 質問があるんです。

それでもう審議会が終わって、そこで終わりのつもり、そういう流

れやったんやけど。そうです。  

あと、僕、２９ページのところも、今後注目していかなきゃと思

っ てい る の は、 美 浜 町高 島 市 間道 路 整 備事 業 の とこ ろ で １ ,５０ ０

万円ほど入っていますもんね。これでビッグデータを使ってどうす

るというお話があったんですけど、どういうふうに話を持っていこ

うとされているのかなというのがよく理解できなかったんです。何

か皆さん、意見はありますか、２９ページ。  

竹仲委員。  

竹仲委員   結果を見ないと分からない話なんですけど、先ほどの土木か、土

木の説明の話だと、ビーバイシーも調べるようなことを言っていま

したよね、観光と。それは無理なので避難道にしようというふうな
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 決議になった気がしたするんやけど、そんなことを調べて、ビーバ

イシーが駄目やったとし たらやめるのかなと思っていたりもして、

何のための効果を調べるのかなというのは 説明と、これから、こん

な形で道をつくりたいというのとちょっと整合性がないなと思いな

がら聞いたんやけど、この結果を、どういう結果を生もうとしてや

るのかはあんまり明確じゃなかったけど、様子を見ようということ

で反対はしませんでした。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   全体避難道なんでしょう。全体避難道で、プラスアルファ、その

経済的な観光とか、効果があると思うから そこを数値化しますよと

いうことでしょう。でも、やるという予算やからね。  

委  員  長   そうでしょうね、何か調査を一回やってみないと、何も 議論。  

﨑元委員。  

﨑元委員   結果を見てから、結果が審査で出てくると思うので、そのときに

こ の１ ,５ ０ ０ 万 円 は 何や と い う意 見 で 、出 た 場 合に 。 今 ここ で 言

っても、内容が分からないし、そんなので。  

委  員  長   あと３０ページに、これは竹仲委員が質問されたんですけど、３

０ ペー ジ の 町営 住 宅 の５ ,４ ０ ０ 万 円 を かけ て や るん で し ょう 、 ど

ういうふうな改装をするのか、しっていますか、ちょっと教えてく

れませんか。  

﨑元委員。  

﨑元委員   これは、今順番に住宅を塗装し たり、きれいにしたりしているん

ですけど、多分、今５号棟やったかな、５号棟、今４号棟 が済んで、

次は５号棟にいきますと。修繕して、足場つくって、工事や ってい

るんですよ、そのお金です。金山住宅。これを今、二戸一の住宅を

壊すと、金山住宅を壊すと。今、二戸一が５件ぐらいかな、 １０件

以上あると思うので、それを何件か壊していく約束になると思うの

で、そういう予算になっています。  

委  員  長   エレベーターとか要らんのですか、それ。  

竹仲委員   これは、さっきも言ったけど、外壁の塗装であったりとか、屋上

にある水槽のタンクの掃 除をしたりする形なので、各部屋、部屋の

内装は全然触っておりません。だから、外回りだけなので、実際に

住んでいる方にようなったかと言うと、全然変わっていないと思う。  
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 﨑元委員   それは３年前ぐらいからずっと金山住宅、今の早瀬 住宅、順番に

ずっといって、この次は５号棟という話、まだ多分６ 号棟もあるし、

次も予算で出てくると思う。  

委  員  長   でも、そのうち竹仲委員が言われたように、年寄りがどんどん増

えていくわけで、エレベーターをつけるみたいなこととか。  

﨑元委員  

﨑元委員   そのエレベーターをつくろうと思うと、住宅というのは、一つず

つが階段になっとる。これをやろうと思うと、エレベーターをつけ

て、全部通さないとできへんもので、これをやろうと思ったら、一

つの棟に３個エレベーターをつけんと、その部屋には行けない。だ

から、エレベーターは無理かな。  

委  員  長   今のままじゃあかんの。そのうち必要な時代が来るね、その建物

違う。  

﨑元委員   今大変なのは、竹仲委員も話ししたけど、年いったり、けがした

り、この間も脳卒中になった人が３階にいたもので、それがその人

を１階に降りたいねんけど降りれない。けどその人の個人的内容で、

仕事ができなかったもので、結構税金が不払いになったと。それで、

もうあんたは無理ですよ、結果出たんです。これをちょっと今理事

者に言って、変えるようにせなあかんねんけど、ちょっと 税金が未

払いと、一回ちょっと申請せなあかんねんね。公募したときに、自

分は１階に入りたいんやということを公募 したときに、一年に三回

ぐらい公募があるから、その時に公募して 申請をせなあかん。その

申請をしたときに、税金の未払いとか、何かいろいろあると、もう

できませんよと。けどその人は脳卒中で倒れて払えんのに、大変 な

ときやのに、何でできへんのと大分言うたけれど、でもこれは規定

ですからできませんと。これを 知ってもらわんと分からへん話なん

やけど、そういうことが多々あります。またこれも 事実やからいい。  

竹仲委員   住宅に関してはいろんな個人的な話になって、個人のそういうい

ろんな中まで話すとあれなんですけども、住宅に上下に移動する場

合は、昔は一旦違う住宅、どこかに出ないとそこへ戻れないとか、

いろんな変わった規定をつくったんです、町。そんな矛盾するよう

な規定をつくるなとずっと言い続けて、今は 上下でも移動できるよ

うになったみたいですけど、そうやから、 前は久々子住宅におった
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 ら、その下は行けんけど、一回 小倉住宅に行ってもらって、それで

１か月、２か月住んでから 申請を出してもらって、また 久々子の１

階に入るとか、何かそんなような不合理なことばかりやっているん

ですよ。今も言うたよう に、住宅改修はすることはいいんやけど、

外壁だけ直したって、どんどんどんどん上の者が下に行きたい希望

があったら、直して長寿命化する意味があるのかな。それよりも、

何年かで壊して、新しい平家のところを新たに構築するとか、そう

いったことを提案して皆さんの、それはお金はかかる と思いますよ、

でも、それがいいかどうかを皆さんの判断で、議会としてもそれを

判断する必要があるんじゃないかなというふうに、将来的に思いま

す。空いているからすぐ入れてくれと言ったって入れてくれへん、

条件が合わんと駄目なんよ。  

委  員  長   藤本委員、いいですか。  

藤本委員   実情はよく分かりました。これは今の委員間討議でいろんな意見

が出ていますけど、こういうのを共有しながら、次の施策反映に生

かしていけるように議員から提案するというのが一つの起爆剤にし

て、その後共有しながらそういうことが、まだまだあると思うんで

す、これは。それで、この場合は有意義な議員間討議でなかったか

なと思いますので。  

委  員  長   １１ページ、僕もあるんや、１１ページのエネルギー環境教育の

やつで、展示充実検討業務委託料、これも２９７万円かけるんでし

ょう。竹仲委員、質問あったけど、何で展示をどういうふうな こと

をやりたいんやろうかなとかいうのも 本当は聞きたかったのに、３

００万円かけるんですよ。この間レインボーラインにいったら、あ

そこのせん定から何から全部従業員になっているんやな。それで、

あそこの足場をいっぱいテラスをつくったけど、テラスも自分たち

でつくっているんだよね。それで、草刈りから何から全部やって、

石田さんがそうおっしゃっていましたよ、これはみんな従業員でつ

くったんですわって。だから、思いがあれば、展示やからこういう

ふうにしたいわというのがあって、金がかかり過ぎやというんじゃ

ないんだけれども、それを全部業務を委託してそれでいいんだろう

かと思ってね、特にどういうセンスで、何を展示するとかいうよう

なことが。だから、この議案を反対と言っているわけじゃないんで
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 すよ、そういうふうなことがあるんじゃないかなというふうな気が

して、皆さん、どう思いますか。  

梅津委員。  

梅津委員   今ずっと聞いているとあれでしょう、システム構築から始まって、

業務委託料まで、全体的に行政としてはたくさん かけていると。そ

れをもっと運営していく上において、もう少しきちん とできないの

かという、大きな成果を我々は将来課題として検討すべきじゃない

かなと。  

委  員  長   それは分かりました、それはあるでしょうね。  

梅津委員   今の行政を見ていると、やっぱりほんまに 自分の能力あると思う

けど、時間外もしたらあかんとかいろんなこともありまして、ここ

まで自分で煮詰めて、一般企業みたいに自分で煮詰めて検討して、

それで業者に発注することができないんですよね、無理なんですね。

本当に私ら企業から見たら、行政の職員の皆さんは楽やなというふ

うに思います。  

委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   総務課なんかは夜の１２時まで仕事していたわ、１１時、１２時。

それで仕事が忙しくて、自分らができへんから、昔は今２００人ぐ

らいかな、昔は３００人ぐらいおったから、人が多くて、事務だけ

設計してできたけど、人を減らせ、減らせと、風潮が人を減らせと、

１８０人まで持っていけということをやったので、だんだんだんだ

んこれが、委託が増えてきておる。  

梅津委員   でも委託する場合の金額はどうするかという評価はできてない。  

﨑元委員   それは、わし行政じゃないから、ちょっとまた怒られるから、言

おうと思えば言うけど、やめておく。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   先ほども言いましたけど、議員の一番重要な仕事としては予算の

チェックですね。そこにどう我々が入り込めるか。難しい問題があ

るときに、業務委託が皆入っている部分を、じゃあ、現行よりもも

うちょっと分かりやすくするのにどうしたらいいかという議論をや

っていかないと、ブラックのままでずっといってしまうので、そこ

をずっと前から僕は思っていたので、それを竹仲委員が言うたんや

な。  
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 委  員  長   﨑元委員。  

﨑元委員   それは委託の今、役場 がこれ委託に出しました。全部、契約書か

ら全部チェックせんと、監査委員じゃなかっ たらできへんと思う。  

委  員  長   松下委員。  

松下委員   だから、第三者にそれを委託してチェックを。一回そういうとこ

ろに、例えばシステム変更なんかのチェックを入れると、 ここはち

ょっと取り過ぎじゃないのとか、こういうすぐ分かるんや、工事を

やっとると、そうすると１回でいいわけや。そうすると、後は委託

会社と行政が情報をもらって、やっぱりここはもうちょっと見直し

てくださいよとか、そういう議論ができて、行政もかんでいけると、

こういうことになると思うんですけど。  

川畑委員   今、しゃべっとる内容は全部理事者側に質問し たら済むことやっ

たんか。それをお互いがみんな話をしとるけど、おか しい、おかし

い。それだけ疑問やったら、今言う疑問やったら、そのとき に手を

挙げて、この内容についてもっと詳しく教えてという話を１時間延

ばしてしたほうが、みんなが納得していくんじゃないかなという、

今回の場合の話ですけど、委託料も別に全協でみんな別のことで話

をしたほうがええと思うし、だから、内容的に今、理事者側になっ

て話をしたけど、全部向こうに聞けばいい話、全部 髙橋君、疑問に

思っているけど、それを委員長としてもっと深く聞けば済んだこと。

だから、そういうふうに話をもうちょっと細かくしたらどうですか。  

委  員  長   川畑委員がおっしゃられることは分かるんだけど、今みんなの意

見を聞いて触発されて、自分もこういう質問したり、意見を言った

り、そういうふうにしているわけですよ、意見を聞いて。自分が一

人で考えていて、この資料を読んで、もっといっぱい質問すればえ

えやないかといっても、そんな簡単には議事の進行の中ではできな

いので、それをみんながはい、はいとこの今言っていることを全部

質問して、答弁してもらっていたら、それは 随分時間がかかるし、

そうやけど、だから、その分はここで１時間ぐらいだったら、１時

間で終わらないじゃないですか。  

川畑委員   １時間かけて、２時間かけてもなかっても、別に５時までかかっ

てやればいいじゃないですか。だから、理事者側が答えてくれるん

やから、今聞いていることは全部理事者側の答弁の内容ばかりだっ
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 たんですよ。それを聞いて、２時間延ばして話合いをしましたよ、

その結果、賛成か反対をするんだったら、よほどそのほうが内容が

私はあると思います。今、この辺の流れで、というのは、自分が議

員になって、この予算に対して自分で当たろう と、自分で考えてや

ると、これは本来の姿勢でしょう。人の話を聞くでなしに これを見

てやるんやから。その話は分からなんだら理事者側に聞いて話をす

ればいいんだから、その話は長く時間がかかるから駄目ですという

んじゃなしに、話をいろいろしていると、今思いつ かんけど、後の

議員間討議で思い出す、いや、それは自分の資質やけな 。自分が分

からんからそうなっただけの話で、もうちょっと考えていえば、 そ

の話を理事者側に質問できるんだったら、そういうふうにやり方を

時間を延ばしてじっくりやれば済むことだと思います。わしはそう

思います、すみません。  

委  員  長   いや、もうちょっと待って、今４５分、４０分ぐらいたったんか

ね。  

松下委員。  

松下委員   それで、そんなら行政の往復やり取りをずっとやったら、また同

じような、もうやめとけとかという話になるわけよ。そうしたら、

こういう場をつくってもらえれば、あいつはこう言うた、すると、

ほかの者はそれをどう思うのかという意見交換の場になると思う。

それで、別の場で、全協とか、そういうところで一遍やっていこう

というんなら、わしはそれでいいと思うんやけど、このままずっと

いったらまた同じようなブラ ックボックスのままでずっといく。こ

ういうふうになると思うので、そ こを言うた。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   今日の議題の委員会での議論というのは、本当に質疑応答で自分

が納得するまで行政を追求してやるしかない。それをもう採決前に

して、今議員間で話したって、それは一定共有できる 部分はあるけ

ど、行政に本来回答を求めるところを、自分たちで 口の中で話して

いたって、何も進展はないと思 うんです。  

ただ、今後のために、そういう深く、松下委員が言うように、深

くチェックする体制が必要やと、今後の課題ですよ、課題は分かる

けど、今採決前にして、いや、納得できんからもうちょっとこうい
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 うところを踏み込みたかったんやというのは、踏み込めばいいんで

すよ、委員会のときに。それで、納得できなかったらそれについて

本番で反対討論でも何でもすればいいので、そこのところは 、何が

委員会の場で本当に必要で自分が納得するまで何ができるかだから、

勝負は。それが終わったら、もう採決するしかないんやから、それ

で議員間討議の場で、実はこういうところがまだ納得できていない

んやとか、そういうところはみんなにどう思いますかとか、聞いて、

ある程度は、じゃあ、納得いかなかったので もっとこういうことを

聞けばよかったんじゃないぐらいの感じでおさめればいいと思いま

すよ。  

委  員  長   ちょっと待って、もう余り時間をかけるのをやめよう。ただ、こ

れ、私初めて委員長で、議員間討議やったほうがいいよねというの

は私が口火を切っているわけでもないので、そういう決まったこと

をやっているわけですけど、私は意味があると思っているんです。

何でかといったら、こんなのをやらなくても、もっとどんどん質問

すればいいじゃないかと言われるけれども、それは今までのやり方

を何も変えないんですよ。もっと一人一人の人が質問を一 生懸命や

ってよと言っても、一生懸命質問して、同じことを繰り返してやっ

ても、もうええやないか、や めておけや、そんなことはみたいな話

とか、雰囲気になってくるから なかなか話ができない。今日、これ

だけみんなわんわん言うていることを委員会の中でやろうと思った

ら並大抵じゃないですよ、こんなん言えない、こんなこと。だから、

こういう時間を少し、これは何の結果も、結論も出ないし、何もな

いように思っているけれども、フリートーキングというのは意味が

絶対にあって、皆さん、どう考えているか、後で頭の中に残ってい

ることもあるし、あのと き、あの人が言っていたから、ちょっと調

べてみようかなみたいなのがあるかもしれない。そういう意味で、

全然こんなのやめておけやという話はやめてください、決めたんや

から、もう決めたんやから。だからもうこれでやめましょうか、こ

れぐらいで、余り初回から疲 れるといかんから。でも、決めたんや

から、今年はこれでいきますよ、ほかの常任委員会でも、いいです

か。今日の議論で質問を皆さん、もっとどんどんやりなさいよと、

こういうのが一つありますからね、それをよろしくお願いしますよ、
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 今度の委員会で。そんなら、これでもう議員間討議は終わ って、理

事者の方に入ってきていただいて、採決のほうにいきますけど、い

いですか。  

（はいの声あり）  

（理事者入室）  

委  員  長   理事者の皆様には大変申し訳ございませんでした。  

ただいまから採決に入ります。  

議案第３９号  専決処分の承認を求めることについて、 令和４年

度美浜町一般会計補正予算（第１ 号）を議題といたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第３９号は、全員賛成をもって承認することに決し

ました。  

議案第４２号  令和４年度美浜町一般会計予算（第２ 号）を議題

といたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   賛成多数であります。  

よって、議案第４２号は、賛成多数をもって承認することに決し

ました。  

議 案 第 ４ ３ 号  令 和 ４ 年 度 美 浜 町 診 療 所 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算

（第１号）を議題といたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第４３号は、全員賛成をもって承 認することに決し

ました。  

議案第４４号  令和４年度美浜町介護保険事業特別会計補正予算

（第１号）を議題といたします。  
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 本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第４４号は、全員賛成をもって承認することに決し

ました。  

議案第４５号  令和４年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正

予算（第１号）を議題といたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第４５号は、全員賛成をもって承認することに決し

ました。  

議案第４６号  令和４年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予

算（第１号）を議題といたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第４６号は、全員賛成をもって承認することに決し

ました。  

議案第４７号  令和４年度美浜町上水道事業会計補正予算（第１

号）を議題といたします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方の挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第４７号は、全員賛成をもって承認することに決し

ました。  

以上をもちまして、本委員会に付託されました議案７ 件の審査は

終わりました。  

最後に、副委員長、閉会の挨拶をお願いいたします。  
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 副委員長   (挨拶 ) 

委  員  長    これをもって、予算決算常任委員会を閉会いたします。  

（閉会宣言  午後  ２：５７）  
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